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0 はじめに

0.1 問題 の あ りか

動詞 に使 役接辞(い わ ゆる使役 の助動詞)`・(s)ase-rul-(s) sas-u をつけてつ く られ

る動詞 をf使 役 動詞1」 とよぶ とす ると、「使役 動詞 」は、五段活用動 詞には語幹 に

三 「使役動詞」とい う術語はいくつかの意味で用いられる
。 旧本語の 「使役動詞」に限っ

 ても、たとえばrこ わす、まわす、たてる」について、これ らが"こ われる、まわる、た
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`・ase・ruノ・as・u'を 、一段 活用動詞 には語幹 に`-sase-rul-sas-u'を つ けてつ く られ

る派生動詞 で あ り、サ行 ・力行の変 格活用動詞 「す る」 「くる」 については、それ ぞ

れ 「させ る1さ す」 「こ させ る1こ さす 」である。(使 役接 辞`・(s)ase・ru'と`・(S)as・u'

は それ ぞれ 一段 活用型 の使役動詞(「 飲ませる」「食べ させ る」)と 五段 活用型 の使 役動

詞(「 飲ます」 喰 べ さす」)を つ くるが 、本稿 では2.1.0で 述べ る理 由か らこの二種 を

区別 しない。 以 下では、 両方 の使役接辞 をま とめて`・(s)ase・ru'で 表 し、両方 の使

役動詞 をま とめて 「V-(s)aseru」 で表 す ことが ある。 また`・(s)ase-rul・(s)as-u'の

つか ない形 をr原 動詞 」 とよぶ こ とがある。)

 rV―(s)aserujを 述語 とする文は、人が他者 に働 きかけることによってその他者

の動作を惹 き起 こした り、なん らかの影響を与えることによつて心理 生理状態の変

化を惹き起 こした りす るといつた複合的な事態を表現する。た とえば次の諸例は、

「太郎」丁部長」が 「後輩」「部下」に働 きかけることによつて 「後輩」「部下」の く行

く〉 〈調べる〉 とい う動作 を惹き起こしたり、 「明夫」「監督」が 「妻」「選手たち」

に影響を与 えて 〈驚 く〉 〈疲れる〉 とい う心理・生理状態の変化 を惹 き起こした りす

る事態を表現 している。

「行 く」 十`-ase-ru'⇒ 「行かせ る」

   「太郎 が 後輩 を 買い物 に 行 かせ る。」 〈後輩 が買い物 に行 く〉

「調べ る1十`・sase・ru,→ 「調べ させ る」

   「部長 が 部 下に 実態 を 調べ させ る。」 〈部 下が実 態 を調べ る〉

「驚 く」+`-ase-ru'⇒ 「驚かせ る」

   「明夫が 会社 をや める と言い 出 して 妻 を 鍵 。」 〈妻 が驚 く〉

「疲 れ る」 十`・saseTu'⇒ 「疲 れ させ る」

   「監督が 特 訓で 選手た ちを 疲 れ させ る。」 〈選 手た ちが疲れ る〉

 しか しなが ら、 「V-(6)asera」 の使 用の実際 をみ てみ る と、用 い られ方 が不 自然で

誤用 とも感 じられ る ものに 出会 うことがあ る。

(1)「 ……みなさんの連れて帰 られる怪我人は全身が水ぶくれになっているとい

  うことであ りますから、怪我人に対 しまして、より以上の苦痛を与えさせな

  璽 御注意のほどをお願いする次第であります。…・一」『黒い雨』

(2)な な子 と奥 は襖 をあいだ に して含 んだ ことばを投 げあわせ る。『流れ る』

この下線 部 「v-(s)aseru」 は、形態 的には 「与 える+-sase-ru」 「投 げあ う+ase・r

u」 とい う成 り立ちであ り、それぞれの文の骨組みは、[み なさんが 怪我人に 苦痛を

つ"と い う変化を惹き起こす(cause)働 きかけを表す動詞だという特徴 をとらえて 「使役動

詞(と くにr語 彙的使役動詞」)とよばれることがある。本稿での 「使役動詞」は、あくま

で形態的に 「V-(s)aseru」 の形をとるものをい う。
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与えさせる] [なな子 と奥(の人)が ことばを 投げあわせ る]で ある。 しか し、こ

れ らの文は、原動詞 「与える」「投げあう」の表す動作(〈怪我人が苦痛を与える〉〈こ

とばが 投 げあう〉)を惹 き起こす事態を表現しているのではない。これ らで表現 しよ

うとしている事態は、例文のように 「与えさせないよう」「投げあわせる」で表すの

ではなく、`・(s)ase・ru'のない形 「与えないよう」「投げあ う」で表すほうがむしろ自

然である。

 次 の例 の 「v-(S)asetu」 も 不 自然な形 であ る。 「濡 らせ る」 「あふ らせ る」には`一

歌s鯉u'と い う形 態が含 まれ てい るものの、 「*濡 る」 「*あ ふ る」 とい う動詞 を現代

語 に求 める ことは で きな いので、それ らの動詞か らの派生 とはいえない。 「濡 ら した

り」 「あふれ させ なが ら」の ほ うが 自然 な言い方 である。

(3)菊 治はひげを剃 るのに、石鹸の刷毛を庭木の葉のなかに振って、雨のしず く

  で濡 らせ た りした。『母の 口紅:川 端康成(補 昭 和)』

 (4)代 助は水道の栓を振って湯呑みに水をあふ らせながらいつた。『それから』

実際の使用のなかには、このような不自然に(非 規範的に)感 じられる 「V・(s)ase

瓢」の例が少なか らずある。 しか しながら、不自然に思われる使用のなかには、規範

的な観点からは誤用 といわざるを得ないとしても、その使用を生み出した話 し手の意

図、あるいは、使用の背景でそれを支えている文法体系についての話 し手の認識、と

い う点で、使役表現の性質を考えるにあたって興味深 く思われるものがある。

 本稿は、規範 か らはずれた 「V・(S)assru」の使用にどのようなタイプがあるのかを

形態的な面から整理 し、それ とともに、それらが使われた ことにはどのような事情(要

因)が かかわつているのかについても考えてみようとするものである2。不 自然な用

法や誤用 などの要因の考察には、解釈に推測や主観がはい りこみすぎる危険性がある

が、そ うならない よ うできるだけ注意 しなが ら試みることにす る。

0。2 デー タ の範 囲

考察に用いた用例は、次の範囲で採集 した実例である。

・基本資料:小 説 ・随筆 ・エ ッセ イ ・評論な ど計88作 品 か ら、「V・(s)asera」

   「V-(s)asu」 を手作 業で全例採集 した もの。作 品の一覧(作 品名 ・作

者名 ・発表年)を 稿末にあげた。

z 不自然に感 じられ る用例のなかには、次の 「寝らせる」のように、作品の性質からみて北海

道地方の方言の反映であろ うと思われるものがある。こ ういった例については、手元の資料に

用例が少ないこともあり、この稿では取 りあげることができない。

  O監 督は……秘密に自分の手下を 「糞壺」に寝 らせた。『蟹工船』
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・補充資料(1):基 本資料の作品以外の 印刷 された小説や評論な どから、

  全例採集でなく任意に採集 したもの。

・補充資料(2):電 子化資料から必要に応 じて特定の動詞などを個別に文字

  列検索したもの。 この電子化資料は、『CD・ROM版 新潮文庫の100

  冊』『CD・ROM版 新潮文庫 明治の文豪』『CD-ROM版 新潮文庫 大

  正の文豪』『CD・ROM版 毎 日新聞'951ﾌお よび朝 日新聞社のサイ トか

  ら主要な紙面の記事 をダウンロー ドしたものを それぞれテキス トフ

  ァイル化 したものである。

基本資料とした用例は 約8700例 である。本稿は、その中にみ られた 不 自然な 「v

・(s)aserulの用例について
、前節で述べた問題を考察 しよ うとするものである。考察

を行 う際に 必要に応 じて、補充資料(1)、補充資料(2)の用例 を捕充的に利用 した。

 引用 したそれぞれの用例の最後に 『 』に入れて作品名 ・薪聞名などを示す。基本

資料の用例については 『金閣寺』のように作品名のみを示 し、補充資料(1)(2)につい

ては作者名 と時代も示 し、それぞれ、『千羽鶴:川 端康成(補 ・昭和)』、『縮図:徳 田秋

声(電 子化・大正)』のよ うに記す。薪聞記事については、『毎 日新聞1995(電 子化)』

のように、新聞名 と発行年を示す。

1 `一(s)ase-ru,に よ る 誤 っ た 派 生

1.1 五段活用 動詞 をC   9-sage-ru によって派 生

〔1〕 次の文では、「ほころばさせ る、輝かさせる、苛立た させる、惑わさせる」

とい う形が使われている。

(5)K君 はまるまる肥えた、健康そうな白い顔を申 し訳なさそ うにほころばさ

  豊(、 …… 『庭の山の木』

(6)茶 室 としては無論明るすぎるのだが、それが令嬢の若 さを輝かさせた。『千

  羽鶴=川 端康成 ㈱ ・昭秘 』

(7)順 三が約束の時間に来ず、既に出来た料理を出 させずに皆で待つている事は、

  その揚合多少主人役の位置にいる父の気 を苛立たさせ、1!^1を 起 さすには十

  分な事であつた。『和解』

(8)寝 入 るまで考えていた物語の中の空想が現実に重なって来て千賀子を惑わさ

  盤 。『妖:円 地文子(補 ・昭和)』

 原動詞 として 「ほころぶ」 「輝 く」 「苛立つ」 「惑 う」 とい う自動詞 を考 える ことが

で き、上 の例は これ らか らの使役表現 だと考 え られ るが 、 「ほ ころぶ」 「輝 く」 「苛立

つ」 「惑 う」か ら 「V-(s)asera」 をつ くるとすれば、 これ らはいずれ も五段活用 の動
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詞 であるか ら、使役接 辞 としては`-ase・ru'を つ けて 「ほ ころばせ る」 「輝 かせ るj

「苛 立たせ る」 「惑 わせ る」 とすべ き ところで ある。

白い顔が ほころぶ ⇒ K君 が 白い顔を ほころばせる

令嬢の若さが 輝く ⇒ それが 令嬢の若さを 輝かせる

父の気が 苛立つ  ⇒ その事が 父の気を 苛立たせる

千賀子が 惑 う  ⇒ そのことが 千賀子を 惑わせる

 したがつて、上例で用いられている 「ほころばさせて」「輝か させた」「苛立たさせ」

「惑わさせた」 とい う形は、原動詞が五段活用であるにもかかわ らず`・sase・蹴'の

ほ うの使役接辞を用いて派生 させた非規範的な形(誤 用)と い うことになる。

 こういつた誤 りは、古 くにもあつたようである。たとえば、三矢重松(19081189

～190)に 、使役相 の形式の 「転誹ヒ」のひとつとして、「四段活動詞に迩 を添ふる」

とい う類があげ られてお りe「読マサス 折ラサス などは誤な り」 とした上で、『大

鏡』の 「御文い とか しこく時めか させ給ひて」、謡曲(山 姥)の 「聞か させ給へ」な

どの例があげられている。

 このよ うな 「V・(s)asetu」が用い られ る背景には、最近の、 とくに話 し言葉や宣

伝の文句などで次の ような言いまわ しが使われるのに通 じる心理が働いているよう

に思われる3。

(9)一 生懸命や らさせていただきます。

(10)喜 んで行か させていただきます。

(11)会 員の皆様には料金をさらに10パ ーセン トひか させていただきます。

rやる」r行 く」 「ひ く」はいずれも五段活用の動詞であるか ら、使役接辞 としては
`-aseTガ をつ けて 「や らせてい ただきます 」r行 かせ ていただきますf「 ひ かせ てい

ただきます」 とすべ き ところである。それ にもかかわ らず(9)～(11)で`   9-sase-ru を

つけた形が使 われ て いるのには、一段動詞や変格動詞 を6   9-sase-ruによつて派生 さ

せ た揚合 の次 の よ うな形 が影 響 してい る と思われ る。

(12)一 生懸命つ とめさせていただきます。

(13)喜 んで参加 させていただきます。

〈14)10パ ーセ ン ト値引きさせていただきます。

一段動詞や 変格 動詞 か ら派生 され た 「V・(s)asera」 か ら作 られ るいわゆる 「～テイ

3 こういった言いまわ しが使われることはしばしば指摘されてお り、「サ入れ言葉」「サ付け

言 葉 」 な ど とい わ れ る こ とが あ る。 こ の名 づ けは 、一 段 活 用 動詞 を受 身接 辞 に よ つて 派 生

させ る 際 に 、`―rare-ru'を つ け た形 で な く`-re-ru'を つ け た 形(「 見れ る」 「食 べ れ る」

な ど)が 用 い られ る こ とが あ り、 そ れ が 「ラ抜 き言葉 」 と よばれ る こ と に対 比 させ た もの

と思 わ れ る。
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タダク」表現には、いずれも 〈サセテイタダキマス〉 とい う形が含まれている。(9)

～(11)の話 し手は、こういった謙譲的な丁寧な言い方から、謙譲の気持ちを表すのに

ふ さわ しい形式 として 〈サセテイタダキマス〉とい うまとま りを異分析的にとりだし

て、五段活用動詞にまで くサセテイタダキマス〉 を用いたものと思われる。

 先の(5)～(8)の 例は謙譲の気持ちとい うのではないが、話 し手の認識 として、変化

の惹起を明晰に表現するのにふ さわ しい形式として 〈サセル〉が捉えられていて、そ

れが支えとなって使われたという、相通 じる言語認識 をみとめることができると思わ

れる。

 あ る形式 の異分析 的な とりだ しとい うことでは、やや 古い接尾 辞`・sime―ru'に よ

る派生 にも、 ときに似 た現象がみ られ る。 ナ リ活 用 の形容動詞 を`・sﾘe-ru,で 派生

させ た形 は 「～ な らしめる」 とな るはず である(「 我 等 の道 を安 らか なら しめる」 「人

民を 自由な らしめる」)。ところが、ナ リ活用の形容動詞 か らの派生 であるに もかかわ

らずr～ た ら しめる」 となっている例が稀 にみ られ る。

(15)私 は何ら樹酌な く自分を明晰たらしめようとしていたが、それが自己を理解

  したい とい う衝動から来ていたかどうか疑わ しい。『金閣寺』

(16)静 かな愛の感情の代わ りに技巧的な意志規定を自覚することは、人々を毫 も

  幸福た らしめず従つて人道に寄与するところがない。『風土』

(17)最 終的に東側は、自由権の重要性を認めて屈服するが、西側の人権外交を有

  効た らしめたのは、経済援助 とのリンクだつた。『毎 目新聞1995(電 子化)』

(18)小 沢氏は二十七 日夕、都内のホテルで記者会見 し、 「二十一世紀を麺

  しめるため、改革はどうしても必要だ」 と強調。『毎 日新聞1995(電 子化)』

 これはおそ らく、文章語的な、あるいは格式ばつたかたい表現にふ さわ しいものと

して、タリ活用の形容動詞や名詞を`-sime・ru'で 派生させた形(「 渡良瀬 の氾濫は

唯 もう満 目をして薫条たらしめている」 「その金は人民をして乞食た らしめる運動費

だ」)か ら、 〈タラシメル〉が異分析的にとりだされたことによる誤 りだ と思われ る。

 さらに次の2例 は、「髪髭(彷 彿)」 とい う、形容動詞 ともいいにくい二字漢語に 〈タ

ラシメル〉をつけて用いたものである。

(19)こ うい うただごとならぬ事が起った場合、……優 にその人命を左右 し得 る重

  要な国籍 とい うものの正体を、彩子に髪髭たらしめるには、充分具体的な出

  来 ごとであるのだつた。『鎖』

(20)お 雪は倦みつかれたわたくしの心に、偶然過去の世のなつか しい幻影を鯵

  たらしめた ミューズである。『隆東綺課』

なんらかの表現的な意味合い・ニュアンスを表す形式 として特定の形が異分析的に

とりだ されて新たな語や用法を生み出すことは、通時的にしばしばみられることであ

る。(5)～(14)の ような くサセル〉、(15)～(20)の ような 〈タラシメル〉の使用も、起
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こ り得 るこ とである。

 なお、〈サセル〉を惹起の意 を表す独立の形式とみなす認識については、後に第3

章でサ変動詞について考察する際にもとりあげる。

〔2〕 あま りに文法的な表現 も、ときに不 自然に感 じられ ることがある。

(21)映 画館を出ると夕暮れて水つぽい風が吹いていた。かれ らは黙つたまま雑

  踏 をぬってあるき、黙ったまま混みあっている電車に乗った。 ほかに うま

  いや り方がなかつた。そ してかれ らのあいだにしこりがかたま り、かれ ら

  に喉をかわかさせた。『戦いの今 日:大 江健三郎(電 子化・昭和)』

 この文の 「かれ らに喉をかわかさせ る」は、次のような派生・対応 関係 を考える

ことができ、一応 正Lい 用法 とみなす ことができる。すなわち、(21')のaに おけ

る自動詞 「かわく」には形態的に対応する他動詞 「かわかす」があって 「彼 らが喉

をかわかす」 とい う再帰的な他動詞文bが できる。 したがつてa「 かわか させる」

は、この五段動詞 「かわかす」に`・aseTu'を つけた形であ り、かつ構文的にも 「か

わかす」による文bと 「かわかさせる」による文cと に対応関係が想定されると考

えるのである。

〈2め・a彼 らの喉が かわ く or彼 らが 喉が かわく

  ・b彼 らが 喉を かわかす

  °C彼 らの間にしこりがかたま り 彼 らに 喉を かわか させる

 しか しこの 「彼 らに 喉を かわかさせる」は、「彼 らに 喉を かわかせる」のほ

うが自然だ と感 じられないだろ うか。

 (21')・d彼らの間にしこりがかたま り 彼 らに 喉を かわかせる

 実際に このdの ような構造の文 として、次のよ うな用例がある。それぞれの文

の骨組みとともに示す。

(22)「 人民 とい う頭のないJ点 で、藩閥政治家とまつた く選ぶ ところのない 「民

  党」政治家に、農民の直接行動を機会に、鉱毒問題を通 じて、人民への責

  任の意識を甦え らせたいとい う願 も田中正造にあったか もしれ ない。『田

  中正造の生涯』

  (骨組み:〔 正造が 政治家に 責任意識を よみがえらせる〕)

(23)青 年男女の在 り方が、世のいわゆる識者たちに、ムッとノ ドをつま らせ る

  よ うなタイプのものになった時、…… 『青い山脈』

  (骨組み1〔 青年男女の在 り方が 識者たちに ノ ドを つまらせる〕)

 この文は、 「よみがえる」 「つまる」とい う動詞(文)と の派生 ・対応関係を考 え

ると、実は文法的に誤つた文 とい うことになる。先の(21')と同様に考えると次の よ

うな関係が考えられるので、それぞれのcが 正しい文であって、実例の構文で あ
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るdは 正 しくな い とい うことになるか らであ る。

(22')-a政 治家の責任意識が よみがえる

  ・b政治家が 責任意識を よみがえらせ る

  一c正造が 政治家に 責任意識を よみがえらせ させる

  ―d正造が 政治家に 責任意識を よみがえらせる

(23')・a識者たちのノドが っまる

  一b識者たちが ノドを つまらせる

  ・c青年男女の在 り方が 識者たちに ノ ドを っま らせ させる

  一d青年男女の在 り方が 識者たちに ノ ドを つまらせる

 しか しながら、それぞれのcを 正用 として実例に相 当するdを 誤 りだとするこの

解釈 は、あまりに"文 法的すぎる"見 方だと思われ る。cの 文はいかにも"作 つた

文"と い う感 じが してむ しろ不自然であ り、いずれ もdの ほ うがむ しろ自然な表現

に思われ る。同様に して、先の(21)「かれ らに喉をかわかさせた。」も、文法的に誤

用だ とはいいにくいが、表現 としてはむ しろ不 自然に思われ るのである。

 このよ うなことは、一般に、いわゆる再帰性 とからんでみ られることが多い。つま

り、再帰的な構造の使役動詞文で表 される心理状態や生理状態(「親が頭を悩ませ る」

「子供が 目を輝かせる」)を他からの原因的なかかわ りよつて生 じさせ る、とい う事

態が表現 されるときに、しば しばみられるのである。

 たしかに、先の文 は、原動詞による文aと 使役動詞による文dと を比べてみると、

両者の構文的な対応関係が単純ではない。ふつ う、原動詞 「V」 による文 と使役動

詞rv-(s)asera」 による文との構文的な対応関係 は次のように考えられ るのだが、

上のaとdは そ うではないのである。

   「Yが(Zを)V」 ― 「XがYに/を(Zを)V-(s)aseruj

ここでみた再帰腔のからむ文に限 らず、原動詞文 と使役動詞文 との構文的な対応関

係は必ず しも単純なものばかりではない。再帰性がからむ文の構文上の問題につい

ては別稿を用意 したい。

1.2 使役 接辞 の過剰(他 動詞のままでよいところに`・(s)ase・ru'を つける)

〔1〕 動詞の語彙的な意味の中に、人(お よびそれに準 じるもの)の 動作や状態

変化 を惹 き起こすことを含んでいる他動詞がある。

(24){つ かいに}や る、こき使 う、{感 覚を}与 える、派 遣す る、{手 伝いに}よ

  こす、{部 長室に}よ びっ ける、{会揚に}導 く、追 い返 す、追い払 う

(25)帰 す 、近 づ ける、{二 階に}あ げる、{講 堂に}集 める、{部 屋に}入 れ る、

  {部屋から}だ す、通す 、戻す 、{客 を車に}乗 せ る、{客 を車から}降 ろす 、
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{自宅に}泊 め る、{子 どもを}起 こす 、お どかす、苦 しめ る、元気づ け る

 (24)の 「{つかいに}や る、こき使 う、憾 覚を}与 える」などは、たとえば 「行 く、

働 く、憾 覚を}も つ」 といつた動詞の表す動作や状態を惹き起 こす事態を表す ことが

でき、(25)の 「帰す、近づける、だす」などは、それぞれ、形態的に対応する自動詞

「帰る、近づ く、でる」の表す動作を惹き起こす事態を表す ことができる。

「{ダレを ドコに}や る」

「{ダレを}こ き使 う」

f{ダ レに感覚 を}与 え る」

「{ダレを ドコに}帰 す」

≒"{ダ レを ドコに}行 かせ る"

≒"{ダ レを}ひ どく働 かせ る"

≒``{ダ レに感 覚 を}も たせ る、感 じさせ る"

≒``{ダ レを ドコに}帰 らせ る"

「{ダレをダ レに}近 づ け る」 ≒"{ダ レをダ レに}近 づかせ る"

「{ダレを ドロに}だ す」  ≒"{ダ レを ドコに}で させ る"

 したが つて これ らの他動詞 は、そのまま 「部 下を 交渉 に や る」 「他人 に 不快感 を

与 える」 「業者 を 身近 に 近づ け る」 の ように表現 す るこ とに よつて、動作や感情変

化 の惹 き起 こ しを十分 に表現 で きるはず である。 ところが次 の諸 例では、 そのよ うな

事態 を表 す もの と して、当該 の他動詞 に さらに使 役接辞`・(S)ase・9PUを つ けた形 が使

われ てい る。(〔 〕 内に、`・(s)ase-ru'の ない 「V」 でもほぼ同 じ意味 が表せ ること

を示 した。)

(26)も はやどこへ行ってもきらわれていたので自分の当番兵を交渉にやらせ る

  だけでは彼は品物をだ させることはできなかったか らである。『真空地帯:

  野間宏(補 ・昭和)』  〔≒交渉にやる〕

(27=1)「 ……みなさんの連れて帰 られる怪我人は全身が水ぶ くれになっている

  とい うことであ りますから、怪我人に対 しまして、よ り以上の苦痛を与えさ

  笠ないよう御注意のほどをお願いする次第であ ります。……」『黒い雨』 〔≒

  与えないよ う〕(44=2)

(28)こ うして彼 は経理室の権威をうちたてると共に御用商人をた くみに自分の

  身ちかに近づけさせた。『真空地帯:野 間宏(補 ・昭和)』  〔≒近づけた〕

〈29)二 人には倉地 とい う人間だけはどうかして近づけさせた くないと思 う……

  『或る女(上)』  〔≒近づけたくない〕

(30)「 両方が意地の張 りつくらをしてけつかるんだ。おかげでこちとらまでこん

  な雪ふ りの夜ふけにこき使わせやがって、だが来たか らにゃただ じゃ帰 らね

  えて。」『青銅の基督』 〔≒こき使いやがつて〕

 こういつたrV・(s)aseru」 が使 われ たの は、た とえ元の他動詞 「Vtjが 他者の動作

惹起 の意 を含む もの だ と して も、話 し手の気持 ち と しては 、単 なる他動詞表現rXが

Yをvt」 よりも、使 役接辞 を含 む形 を用いた 「XがYをVt-(s)aseru」 のほ うが 、

"Xか らYへ 働 きか け るこ とに よ
ってYが 実際に動作 を行 った り状態変化 を生 じた
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りする"と い う惹起の意味あいを強く表現できるよ うに感 じられたか らだろう。

 なお、前節でみた 「ほころばさせる」「輝かさせる」 「苛立たさせる」「惑わさせ る」

((5)～(8))に ついても、この節の類 と同様の"惹 起の意味の強化 ・明晰化"と い う

性質をみ ることもできる。自動詞 「ほころぶ」「輝 く」「苛立つ」「惑 う」に対応する、

動 きや変化 の惹起の意を含む五段活用他動詞 として 「ほころばす」「輝かす」「苛立た

す」「惑わす」をみ とめれば、「K君が白い顔 をほころば して」 「それが令嬢の若 さを

輝か した」 「そのことが父の気を苛立たし」「そのことが千賀子 を惑わ した」のよ うに

他動詞で表現することができ、したがって、実例の 「ほころばさせ る」「輝かさせ る」

r苛立た させる」「惑わ させる」は、他動詞にさらに使役接辞`・(s)ase・ru'を つけて

用いた形 と考えることもできるからである。規範からはずれた言い方のなされ る背景

にはい くつかの要因が絡み合っていることが十分に考えられる。

〔2〕 先の例のいくつかについてはまた、他動詞による表現 と自動詞使役による

表現((ア)～(ウ))、三項他動詞による表現 と(二項)他動詞使役 による表現((エ))と が、

表現に際 して 混線(あ る種の混渚)を おこしたもの と考えることができるかも し

れない4。

(ア)「人を 交渉に や る」+「 人を 交渉に 行かせ る」⇒rや らせる」

(イ)「人を 身近に 近づける」十 「人を 身近に 近づかせる」⇒ 「近づけさせ る」

(ウ〉「俺たちを こき使 う」+「 俺たちを 働かせ る」⇒ 「こき使わせる」

(エ〉「人に 苦痛を 与 える」+「 人に 苦痛を 感 じさせ る」⇒ 「与えさせる」

次の例には、「お使いにや らせる」とい う形が使われている。

4 宮地敦子(1956)は 、話言葉にみ られる誤用のうち格助詞 「ガ」に関するものにっいて考

察 したもので、そ ういつた正しくない表現がなされることには 「何 らかの理由乃至は契機

といったものがあらうと思はれ る」とし、「話線上の混溝」 「記憶上の!&」 とい う観点か

ら誤用の解釈がなされている。 「話線上の混滑」 とは、た とえば 「いかにもそれが面白く感

じるJと い う誤用の文を、「……それが面白く感 じられる」 とい う話線と 「……それを面白

く感 じる」 とい う話線 とが 「面白く」を 「なかだち」 として混清 したものだと解釈す るも

のであ り、「この話線上の混清といふ解釈は、ひ とり 「ガ」に関す る誤用文にかぎらず、極

言すれば、あらゆる誤用文に対 して適用できるものであると考へる。」(p.49)と 述べられ て

いる。宮地(1956)に おいて混瀟の 「なかだち」とされているのは語や語句であるが、本稿

でとりあげている例においてなかだちを求めるとすればそれは語内部の要素 とい うことに

なり、その点は異なっているのだ力弐、誤用 ・不自然な用法の生 じる 「理由乃至は契機」と

しては似た現象である。

 ま た 、阪 倉 篤 義(1974:25)に 、 四歳児 の発 したfき ま りに合 わ な い 言 い方 」と して 、 「僕

が そ の 紙 切 ら して!」("僕 にそ の紙 切 らせ て"の 意)と い う例 が あ が っ て い る。 この 例 に

も、 「僕 が そ の 紙切 る!!と 「僕 にそ の紙切 ら して!」 と の混 溝 が 感 じられ る。
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(31)私 は自分の子 どもたちには幼稚園のころか らお使いにや らせた り、家事 もど

  ん どん手伝わせたものである。『徳川慶喜家の子 ども部屋:榊 原喜佐子(補 ・

  昭和〉』

 この文では、"子 どもたちがお使いにいく"こ とと"子 どもたちが家事を手伝 う"

こととを惹 き起 こす使役事態が表現されてお り、後者については使役動詞 「手伝わ

せた」で表現 されている。 したがって前者 についても、意味的には、使役動詞 によ

って 「お使いに行かせた り」とすることも、他動詞 「や る」によつて 「お使いにやっ

た り」とすることも可能である。この文では、文中に動作主が 「子 どもたちには」と

い う二格名詞として示 されていることから 「V・(S)aseru」のかたちが求められ、「お

使いにや る」と 「お使 いに行かせる」との混線によって 「お使いにや らせる」とい う

言い方になつたのではないかと思われる。

次の例 も不 自然 な 「V-(s)aserujの 使 用であ るが、これ らに も混線 をみ ることが で

き るか もしれ ない。ただ し、下 に示す よ うに、もとにな った と想 定す る 「人 をVt」 「人

をVi-(S)aseru」 がいず れ もそれ ほ ど自然 な表現 では ない。

(32)〔ゆき子の部屡でのゆき子と富岡の会話〕 f飲みたい?」 「飲みたいね え…

  …」「そ う、今夜 は貴方を飲みつぶ させてや るわね……」『浮雲:林 芙美子(祷

  昭和)』

  「?人 を飲みつぶす」+「?人 を飲みつぶれ させる」⇒ 「飲みつぶ させ る」

(33)い つ かは い つ しょに暮 したい、そばにいた い とい うだ けのa夢 のまた夢 の

  日がa此 の世で は来 ないか も しれ ない とい う不 安危惧が 、多江 を、我 に返 さ

  せ、 …… 『時 雨の記』

  「?人 を我 に返す」+「?人 を我に返 らせ る5」 ⇒ 「返 させ る」

〔3〕 ところで 、上 の諸例 の うちい くっかにつ いて は、使役表現 の複合性 一 「X

がYにZをV°(s)asecu」 が表現す るのは 、「X」 か ら 「Yjへ の働 きか け ・影響

づ け と、それ に よつて惹 き起 こされ る 「YにZをV」(動 作 ・変化)の 実現 とい

5 「{ナニカ1ダレカが}人を我に返らせる」については補充資料(2)に 次の2例 があるが、いずれ も翻

訳文である。

  ○(彼 のひとみは)や やもすれば彼の肩にかけられた小さな白い手のほうへうろついてゆ

く。だがその手の持主は、そんな横眼を使っていることを看破するたびごとに、たちま

ちその白い小 さな手で軽快な平手打ちを頬に食わせて、彼を我にかえらせ る。(『嵐ケ丘:

エ ミリー ・ブロンテ{田中西二郎訳】(電子化)』

○煙は消え、火は絶え、水波は収まった。異様な静寂が、殿上、殿下の人々を我に返

 らせた。(『剣を鍛える話:魯 迅[竹 内好訳](電子化・昭和)』
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う二つのできごとの複合であるとい うこと一 とい う性質を勘案すると、実は誤用

とはいえない可能性 もな くはない。たとえば先の(26)に おいて、 「私」はだれか

第三者 を介 して く当番兵が交渉にいく〉ことを間接的に惹き起 こした、つま り、〈誰

かが当番兵を交渉にや る〉 ことを 「私」が惹き起こ した とい う事態(「 私は班長に

命 じて当番兵を交渉にや らせた」など)を 、第三者の介入 を文中に明示せず に表現

したものだとも考えられ 、そ うだとすれば、その事態を忠実に表現 したもの として

正 しい表現 ということになる。

 次の 「帰 させ る」の例 はまさにそ ういった例であ り、「野 口」が 「かつ」に働きか

けて 〈かつが車を帰す〉 ことを惹き起 こした とい う事態である6。

(34)か つは車を待たせてあったのだが、野 口が歩 こ うと言ったので、車を帰 し

  たのである。車をわざわざ帰させてまで歩こ うとい う野 口の口調には、何だ

  か倫理的なカがあったので、…… 『宴のあと』

 しか しながら、(26)を 含め、先のそれぞれの用例が使 われている状況はそ ういっ

た複合的な事態ではないものである。

 ただ し、仮 に上 で述 べ た よ うな複 合的な事態 であ って も、「V・(s)aseru」でな く 「V」

のままで表現 す ることが、実 は可能 な場合が ある。次の うち(35)～(37)は 、二重 下

線 部分(「 お雇 いの群集 を差 し向けて」「幸作に頼ん でJ「 興信所 に依頼 して」)に よっ

て、媒 介者(す なわち 「V」 の動 作主体)が はっ き り示 され てい るが、使役 主体 で

あ る主語(「 長老 たち」 「三吉」 「父」)に 対す る述語 は、 「V・(s)aseru」 ではな く`・(s)

ase-ru'の ない 「V」で あ る。また、(38)～(39)は 、媒 介者 が明示 されて はい ないが 、

主語で あ る人 が直接 その動作 を行 ったわけではな く、主語 はあ くまで使 役主体 で あ

って、他者 に依頼 して あるいは 他者 を使 つて行 わせ た動作 であ るが、述 語 はや は

り 「V」 で表 されて い る。いずれ も文末の 〔 〕 内に示 した よ うに、 「V・(S)aseruJ

で言 いか えて もおか しくない文であ る。

(35)ユ ダヤ教の祭司長、律法学者、長老たちは、自分たちの宗教的権威が失墜す

  るのを恐れた。……彼 らはイヱスの十二使徒の一人であるユダを買収 し、お

  雇いの群衆を差 し向けてイエスを捕えた。『死の思索』 〔≒捕えさせた〕

(36)三 吉は独 りで山腹の墓地へ廻つて見た。……その眺望の好い、静かな一 区

  域は、父母の眠つている場所だ。圭作に頼んで作つた新 しい墓石は墳の前

  に建ててあった。『家』 〔≒作 らせた〕

6 三 矢 重 松(1908:189 ～190)に 、使 役 相 の形 式 の 「転 副ヒ」 の ひ とつ と して 、次 の 『増 鏡 』 の

例があげられ、「「人シテ殿上人共二賜ハセテ」の意か、叉は 「タマハス」 といふ四段活の

使役か明ならず」 としている。本稿であげた現代語の例 と同様の問題である。

 ○水飯や うの物など若 き上達部殿上人どもにたまはさせて 『増鏡 ・お どろが下』
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(37)し か し父は、ただそれだけの理由で(私 達の)結 婚を認めたわけではあり

  ませんでした。父は興信所に依頼 して、あなた とい う人間を徹底的に調べま

  した。それも一社だけではなく、三社の興信所 を使って調べ あげたとい うこ

  とで した。『錦繍:宮 本輝(電 子化・昭和)』 〔≒調べ させました〕

(38){江 戸中期の豪商紀国屋文左衛門は}危 険 を冒して蜜柑を江戸に運んだ り、

  明暦の大火の際に木曾の材木を買占めた りして、巨富を得た。『家』  〔≒

  運ぱせた り〕

(39)京 都 の高瀬 川は、五条か ら南は天正十五年 に、二条か ら五条までは慶長十七

  年 に、角倉了以が掘つたものだそ うである。『高瀬川』 〔≒掘 らせた〕

 次 の 「帰 させ る」は、 「私」が直接 「社 の車(の 運転 手)」 に働 きかけて"帰 る"こ

とを惹 き起 こ した のか 、宿の人 を介 して惹 き起 こしたのか はっ き りしない。 が、いず

れ に しろ、`一(s)aseTず のつか ない形 「帰 してか ら」で表現 して もか まわ ない。

(40)私 は 「清乃家」で待っているからと、いつにない怒 りを含んだ口調で言 う

  と、がちゃんと電話を切 り、社の車を帰させてか ら、タクシーを拾つて嵐

  山まで行 きました。『錦繍:宮 本輝(電 子化・昭和)』  唇 帰 して〕

 ふつ うは 「V<s)asera」 で表現 される複合的な事態がときに 「V」でも表現 され

得るとい うことには、い くつかの 広い意味での様文的な条件がかかわっている。早

津恵美子(2001)で い くらか触れたが、あらためて別の稿 としてま とめたい。

〔4〕 上の諸例は人に対する働 きかけを表すものであったが、 さらに、主語であ

る人や物の身体部位や部分(またはそれに準 じるもの)の変化を惹 き起こす事態を表

現するものにも、他動詞のまま表現すれば十分であるにもかかわらず`・(S)ase°ru

をっけた形が用いられている例がみられ る。 この場合 にも、上にみたような複合性

は認 め得ず、主語である人による身体部位などへの直接的な働 きかけ・影響づけであ

る7。 〔 〕内に示す ように 「V」 に言いかえることが可能である。

(41)彼 女 は、同 じ表現者であるよきパー トナーに見守られながら、 自分の踊 り

  を少 しでも"い い踊 り"に 近づけさせたい とい う、それだけを考えて生きて

  いる。(雑 誌 『和楽』ノ」・学館2001年10月 創刊号:バ レリーナ草刈民代氏へ

  のインタビュー記事)  〔≒近づけたい〕

(42)田 中教師は色をなして、テーブルに身体を乗 り出させた。『青い山脈』 〔≒

  乗 り出 した〕

7 これ らの 「V―(S)asera」(「 近 づ け させ る、乗 り出 させ る、垂 らさせ る 、投 げ あ わ せ る」)の

 `・(s)ase-ru'の な い形(r近 づ け る、乗 り出 す、 垂 らす 、投 げ あわ す 」)は いず れ も他 動詞 で あ

つて、自動詞 としてはふつ う使わない。したがつて、それからの派生だとは考えられない。
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(43){女 たちは}概 してよく発達 した大胸筋が、乳房 を重いままに垂 らさせてお

  かずに、しっか りとひろい胸郭の上に保つていた。『潮騒』 〔≒垂 らして〕

(44=2)な な子 と奥は襖 をあいだにして含んだことばを投げあわせる。『流れる』

   〔≒投げあう〕

 そ して 、次 の(45)～(48)で は、(41)～(44)で 表 現 され てい るの と似 た よ うな状

況 が 、原動詞(「 近 づ け る、乗 り出す、垂 らす 、投 げ合 うDに よって充分 に表 現 さ

れ て い る。

(45)吟 子は……服装は着流 しを改め、海老茶の袴 を着 け素足に 日和下駄 とい う

  男と変 らぬ身装に した。 もちろん、白粉や紅は一切つ けず襟元は極端にひ

  つっめ、袖 口も思いきり狭 くす ぼめて しまった。できるだけ男達の恰好に

  近づけ、女 らしい感 じを消そ うとい うわけである。『花埋み:渡 辺淳一(電

  子化・昭和)』

(46)私 はかき破 るように雨戸 を明けて体を乗 り出した。『伊豆の踊子=川 端康

  成(補 ・昭和)』

(47)髪 と眉は白かったが、 口ひげのみは濡れたよ うに黒い。それに血色がよく、

  紅 白色 といっていい顔が、だ らりと肉を垂 らしている。『国盗 り物語:司 馬

  遼太郎(電 子化・昭和)』

(48)映 画の最後は、ふたたび京都の街。 どんな経緯があったかわからないが、寅

  と菊が相変わらず乱暴なことばを投げ合いなが ら、 しか し仲良く肩を並べて

  歩いてい く。『朝 日新聞2000(電 子化)』

〔5」 物 に対 す る働 き かけの意 を含 んだ他動詞 を`・(s)ase・ru,で 派生 させ、物 の

状態 な どの変 化 を惹 き起 こす こ とを表現す る もの もある。

(49)そ こか らだ らだ らと川上にのぼれば堰があ り、その うえに青くよどんだ水

  が三方にわかれてひとつは樋に、ひとつはむこう岸の森のなかへ、残 りは堰

  の口からどどん どどんと地響きを うたせてころが りおちる。『銀の匙』 〔≒

  うつて〕

(50)そ れに しても、どうかして私はせっかく新調 したものを役に立てさせたいと

  思って、…… 『嵐』 〔≒役にたてたい〕

 これ らの 「V・(s)aseru」 も原 動詞(「 うつ」 「(役に)た て る」〉 が他動詞 であ るか

ら8、 「{水が}地 響 き を うって ころが りお ちる」 「新調 した もの を役 に立てたい」で よ

8 ここでの 「うっ」には
、「地響きが うっ」という自動詞表現が可能かもしれない。やや古

い作品であるが、次のような自動詞用法がある。

  ○動燈逝2胸 を、彼は笑顔で隠 した。女の子二人は、笑い返 さない。『百年の預言:

 高樹のぶ子(電 子化・昭和)』

○彼は地震が嫌である。瞬間の動揺でも胸に麹 。『それか ら』
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い ところである。ただ、前者については、「うって」 よりも 「うたせて」 とするほ う

が"地 面を響 く状態にさせ る、地面を音をたてる状態にさせる"と い う感 じが強 く出

てくるか もしれ ない。また後者 については 「たつ一たて る」についての臨時的な 自動

詞 ・他動詞のまちがいとも考 えられるし、「ものを役 に立てたい(他 動詞)」 と 「もの

を役に立たせたい(自 動詞使役)」 との混線のようで もある。

 以 上、 〔1〕 ～ 〔5〕 でみ てきた 「V・(S)aseru」 の使用 は、「V」 がそれだ けで 十分

に変化 の惹 き起 こ しを表 現 でき る他 動詞 であるにもかかわ らず 、そ の事 態が複合 的な

事 態であ ることをよ り明晰 に表現 したい とい う話 し手 の意 図が あ り、そ こに、惹起 を

明示 的に表 現す る接辞 として`一(S)ase・ru'が ふ さわ しい とい う話 し手 の認識 がか かわ

っ て、動詞に`一(S)ase-ru'を つ けて用 いた もの と考 え られ る。

 なお 、上で見て きた ものの うち、原動詞 がサ行 五段 活用 の他 動詞(「 帰 す、だす 、

の りだす」)に ついては、使 役接 辞 °ase・ru'を つけ た形 が 〈サセル〉 を含 んだ形 と

な る ことか ら(「 帰壷せ る、 だ壼せ る、の りだ宣せ る」)、前節 で取 りあげた くサセ ル〉

の異分析 的 な と りだ しと通 じる ところがある。

2 語 末 が 一ase-ruと な る 動 詞(「 ～asera」)の つ く り だ し

2.1 語末 が 一as°uの他動詞 か ら 「～asera」 をつ くる(過 剰修正)

2.1.0 一 段 活 用 型 の使 役 動 詞 「V°(s)asera」 と五 般 活 用 型 の使 役 動 詞rv-(s)asu」

〔1〕 使役動詞 には 、 「遊 ばせ る∬ 買わせ る」の よ うな一段活用型 の 「V・(s)aser

uJと 、 「遊 ぱすJ「 買わす」 の よ うな五段活 用型 の 「V―(S)asu」 が あ る。 そ して 、両

者 の間に、意味的 な面 あ るい は統語的 な面での違い を 一般 的な もの として見い だす

の はむ ずか しい9。次 の(51)～(54)のaとbは 同 じ原動詞 か らの 「V・(s)aseru」 とrV

・(s)asu」の例 であ るが、意 味的に も統語的 に も違いは な さそ うで ある。

(51)・a{不就学児を}近 くの公園に連れて行って遊ぱせることもあつた。『障害

   児 と教育』

・b{校庭には}卒 業式の歌の稽古が流れて来、花子を遊ば した樟の根 もと

 の瘤や、運動場を駈けめぐっている木の葉の渦など、すべてここに染み

 ついているのはもの悲 しい思い出ばか り、…… 『鬼龍院花子の生涯』

9  rv‐(S)aseru」 を 「使 役 動 詞(使 役 形)」
、 rv-(s)asu」 を 「他 動 詞 」 とす る 立 場 もあ る

 が 、 この よ うに した と して も 、 両者 の意 味的 ・統語 的 な違 い が 明 らか に な る わ け で は な い。
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(52)・a女中に{着物 を}買わせ ようとい う気かとあつけにとられて、じつとしてい

   る。買わせ ようとい うのはなくて、それが染物屋のエチケットのようだつ

   た。『流れる』

ボbふた りが植沐 を見ていると
、す ぐにそのまわ りに寄って来て、しきりに還

 わそ うとす るのだ。『よき隣人:庄 野潤三(補 ・昭和)』

(53)-arさ あ さあ、お じさん を困 らせ ない で くれ よ、いい子 だか ら」『聖少女』

  -b「 そ うか そ うか、君 は、知 つていた とい う立場 には な りた くない、なつて

は 困るのだ、困 らしてはす まないか ら、別行動 でいい よ、……」『時雨の

記 』

(54)・a、b こうい う大質問になると、そ う口から出任せに答 えられない。むや

   みな事をいえぱ、す ぐ父を怒 らしてしまうからである。……代助は父を

   怒 らせ る気は少 しもなかったのである。『それか ら』

 一段活用型の 「V・(s)aseru」と五段活用型の 「V-(s)asu」 との問題については、成

り立ちや使用の分布、活用形(未 然形 ・連用形 ・命令形)に よる使用状況の相違、国語

辞書での扱いなども含め、稿を改めて考察 しなければならないが、ここでは これまで

の研究で明 らかにされていることの うち、文体的な特徴、方言差などについて ごく

簡単にふれておく。

 まず 、五段活用 型の 「V・(S)asu」は話 し言葉 に多 くあ らわれ る とされ ることがあ る。

た とえ ば鈴 木重 幸(1972)は 、「つ かいだてのたちばの動詞(引 用者 注:本 稿でい う使 役

動詞)は 、第二変化(一 段活用)の 動詞 であるが 、会話 体 の文 体では、第一動詞化(五

段化)し て 「～す/～ さす(-as-u/-sas-u)」 とな ることもある。」 と してい る。湯澤幸

吉郎(1934、1944、1951、1953)に も、東 京語 を中心 とした現代 口語(明 治 ・大正 ・

昭和初 期 の音声言語 ・文字言語)に おいて、使役 の助動 詞 を下一 段活用 だけでな く五

段活用 の よ うに用い る人 が次第 に多 くなつてきてい るこ とが指摘 され ている。そ して

ふ たつの型 につい て、「「サ五」の言 い方 は、 日を追 うて盛 んに用い られ るよ うになつ

て来 たが 、現在 で はまだや は り 「サ下一」を標準的な言 い方 と見 るべ きであ ると思 う。」

としてい て、一段型 を標 準 とす る立揚で ある(1953を 引用 したが1944、1951も 同

趣。1934で は 「サ下二」 の方が 「正 しい形 である」 とす る)。

 五段活用の方を、お もに西の地域の方言 とする見方 もある。 たとえば大槻文彦(191

7)は、静岡・愛知 ・岐阜 ・富山などか ら西地域の口語において五殻に活用されることが

しば しば見 られるとし、関東でも使 うことがあるがやは り下一段活用のほうがよい と

する。松下大三郎(1930)も 、「正統の東京語」では下一段活用であるが 「西部の言ひ方

では之を四段活にも使」い、それが東京にも広まったとす る。三矢重松(・1:)も 、西

南地方に多 く用い られるものだが、東京語にも交 じることがあるとする。

一段 活用型 の 「V・(s)aseru」 と五段活用型 の 「V・(s)asu」 との文体的
、地域的 な使
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用分布 の違い は必ず しも詳細 に明 らか にされてい る とはい えな いが、一段活用型rV・

(s)aseru」 と五段活用型 の 「V-(s)asu」 とには一般化 で きる意味 的 な違 いはない こ と、

そ して、 「V・(s)asu」 よ りも 「V・(s)aseru」 のほ うが、改 まった ・標準 語的 な言 い方

とされてい るこ とは ほぼま ちがい ない。

〔2〕 一方 、語 末 が 一as-uで ある他動詞 「～asu」 の うち、人 や物 に働 きか けてそ

の変化 を惹 き起 こす こ とを表 す もの(Tま わす、かわかす、鳴 らす 、 じらす、遅 らす 、

ふ るわす」な ど)は 、語 末 の形態 において も意味にお いて も、五段 活用型 の使役 動詞

rV・(s)asu」 に近 い。 そ してこれ らの中には、 「遅 らす」 と 「遅 らせ る」の よ うに、

語宋 が 一as―uの他 動詞 「～asu」 とともに 「～aseru」 形 の他 動詞 もごく 自然 に用い

られ るものがあ る。 「遅 らす1遅 らせ る」 「こ じらす/こ じらせ る」 「{視線を/話を}そ

らす/そ らせ る」「{肩を}ふ るわす/ふ るわせる」で あ る。それ ぞれ の用例 をあげ る。

《f～闘u」 形の用 例》

(55)わ ざわ ざ一 時間 以上 も出発 を遅 ら したのに 、…… 『赤 と黒:ス タ ンダール[小

  林正訳](電 子化・昭和)』

(56)無 理をして客をとった りして、いっそ う病気をこじらすのではないかとい

  う不安に…… 『越前竹人形:水 上勉(電 子化・昭和)』

(57)母 おやは返事の しようがないので、そんなことを言って、話をそ らそ うと

  した。『路傍の石』

(5$){民 子は}眼 にもつ涙をお増に見られまい として、体を脇へそらしている。

  『野菊の墓』

(59)田 中君は頭 を垂れたか と思 うと、肩を震わ しなが ら畷 り泣 きをは じめた。『黒

  い雨』

《「～asera」 形 の用 例》

(60)大 野 は出勤 を遅 らせ てただ大阪か らの電 報 を待 つていた。『武蔵野夫 人』

(61>ふ とした風邪 を こじらせ て肺炎 を起 し、… … 『花影』

〈62)「 ……風邪や い うて安心 しとると、 こじらせて しま う。寝て なはれ」 『越前

  竹人形:水 上勉(電 子化・昭和)』

(63)私 と目が合 うと、男はさりげなく視線をそらせました。そのそ らせ方 と男の

  人相が、何 となく気にな りました。『錦繍:宮 本輝(電 子化・昭和)』

(64)半 分は警戒心もおきて、かの女はそれ となく話題をそ らせた。『二十四の瞳』

(65)か れは眼のまえにむつ と黙 りこんで煙草をすいなが ら視線を リノリュー

  ムの古びた床におとしている男から意識 をそ らせるために、…… 『鳥』

(66)沖 から吹き来 る浜風に身をふるわせながら出島の渡 しにたたずみ……、『青

  銅の基督』
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 この 「遅 らせ る、 こじらせ る、{視 線を/話を}そ らせ る、{肩 を}ふ るわせ る」 の形

は、上 で述べた事 情、す なわち、① ある類の 「.as・u」形の他動詞が語形お よび 意ﾘ

におい て五段活用型 の使役動詞 「V-(s)asu」 に近 い こ と、② そ の五段活用型 の 「V・

(s)asu」 と一段活 用型 の 「V―(s>aseru」 とが意 味的 に ほ とん ど同 じである こと、③

文体 的 に 「V-(S)aseru」 のほ うが整 った言 い方 だ とみ な され てい ること、そ うい った

こ とが あいまつて 、他 動詞 「～asu」 か ら 「～aseru」 の形 がいわば類推 的にっ くりだ

され た もの と思 われ る。 「遅 らせ る、こ じらせ る、{視 線を儲 を}そ らせ る、{肩 を}ふ

るわせ る」は、すで に安 定 した他 動詞 となつて い るが、同 じよ うな類推的 な手続 きに

よつて 「～asu」 形 か ら作 られた 「～aseru」 には 、いまだ安定 しない、不 自然 に感 じ

られ る もの があ る(「 じらす⇒ じらせ る」 「生 かす⇒生 かせ るjr鳴 らす⇒鳴 らせ る」

な ど)。 整 つた言い方 に しよ うとい う意図 によるい わば 「過剰 修正hypercorrection」

ともい える。 この節 で検 討 しよ うとす るの はこ うい った形 であ る。

 この よ うな語形成 の も ととなる 「～asu」 形 の他 動 詞 のほ とん どは、形 態的 に対応

す る 自動詞 をもつ もの であ り、その対応 のタイプ には三 つの種類が ある。 【―e-ru:-a

s―u】型 の対応 をなす もの σじれ る:じ らす 」)、【-i-ru:・as・u】型 の対応 をなす もの

(「生 き る:生 かす」)、(・u.―as-u】型 の対応 をなす もの(「 鳴 る:鳴 らす」)で ある10。

以 下順 に検 討 する。

2.1.1 [-e-ru:―as-u】 型 の 自他 対 応 を な す 「～asu」 か ら

〔1〕 次 の よ う な 「～aseru」 で あ る 。

(a)さ ませ る、 ぬ らせ る

(b)ず らせ る、 紛 らせ る、 じらせ る、 {息を}切 らせ る

 いずれ も不自然な 「V・(s)aseru」であり、下のそれぞれの用例の最後に 〔 〕 とし

て示すよ うにr～asu」 のほうが自然である。ただその不 自然 さの程度には差があ り、

誤用 とい う感 じの強い もの(a類)か ら、時代や個人な どによるゆれにすぎないよう

なもの(b類)も ある。いちお う(a)と(b)に 分 けて示 したが、裁然と分かれ るわ

けではない。

(a)

(67)お 福や書生の眼を覚ませまいとして、夫婦は盗むように家の内を歩いた。

   『家』  〔≒覚ますまい〕

1G これらの動詞対 はもともと
、二段活用 ・四段活用の 自動詞が先にあ り、それに 「一ス」

がついて他動詞形が生 じたと考えられているものである。そ うしてできた他動詞形 「～asu」

か らさらに 「～aseru」 形がうみだされているのである。
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(68=3)菊 治はひげを剃 るのに、石鹸の刷毛を庭木の葉のなかに振つて、雨の し

  ず くで濡 らせた りした。『母の口紅:川 端康成(補 ・昭和)』 〔≒濡 らした り〕

(b)

(69)広 介はペ ンをおいて椅子をず らせた。『くれない』  〔≒ず らした〕

(70){駒 子は}ま た三味線 を拾い上げると、右足を折ったままず らせて、そのふ

  くらはぎに三味線の胴を載せ、…… 『雪国』  〔≒ず らして〕

(71)お 島は櫟ったいような、いらいらしい気持を紛 らせ ようとして、そこを離れ

て、子供 を椰楡つた り、捜 と高声で話 した りしていた。『あらくれ』 〔≒紛

らそ う〕

(72)お 島は人に 口を利 くのも、顔 を見 られるのも厭 になったような自分の心の怯

  えを麺 ために、一層精 障しい様子をして立働いていた。『あらくれ』

   〔≒紛 らす〕

(73)均 平は……この世界以外の少 し晴々した場所で遊んだ習慣があ り、待合の狭

  苦 しい部屋に気詰 りを感 じ、持前の放浪癖 も手伝つて、時々場所をかえては

  気分を紛 らせるのであった。『縮図:徳 田秋声(電 子化・大正)』 〔≒紛 らす〕

(74)rま た悪い ことを言 った。じらせ るのが悪い と思 って 、説 明 しよ うとす る と、

  その説 明が またあなたを じらせ るよ うな結果 になる。……」『こころ』 〔≒

  じらす 〕

(75)お 国さんはなにか新 しいのを買つてもらうと自慢 してみせておきなが らよ

  く見ようとすれば挟へかくした りして人を焦 らせる。『銀の匙』 〔≒焦 ら

  す〕

(76)私 は二の句が継げずにいた。柏木はさんざん私を じらせてか ら種明しを した。

  『金閣寺』  〔≒ じらして〕

(77)私 の肩 をつかんだ柏木は息を切 らせていた。『金閣寺』 〔≒切 らしていた〕

(78)鬼 政もまた始終言葉は抑えていたが、その中で息を切 らせながらも低 く叱咤

  した。『鬼龍院花子の生涯』  〔≒切らしなが らも〕

(79)も っ と働きたいんだ。息を切 らせて、汗馬のように全身を光 らせて。『北

  帰行』  〔≒切 らして〕

 「さませ る、ぬ らせ る」 「ず らせ る、紛 らせ る、 じらせ る、{息を}切 らせ る」 は、

形態的 に(単 に共 時的 な レベルで)予想 され る原動詞 に あたる形 の 自動詞(「*さ む 、

*ぬ る」 「*ず る、*紛 る、*じ る、*{息 が}切 る」)が 現 代語 にないので11、 これ

11 「切 らせ る1は 形 態 的 に は 「切 る」 に` 一(s)ase-ru,の つ い た 形 で あ るが
、 「太 郎 が 息 を

切 らせるJに 対応す るものとしての 「*息が切る」とい う自動詞表現はない。

 なお、「ずる」は 「弛 落ちる」「ひきず至」とい う複合動詞の要素としては残つてい る。
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らか ら`―(S)ase・ru'に よって派生 され た とは考 え られ ない。現代語 で、「*さ む、…

…」 「*ず る、……」 に相 当す る 自動詞 は 「さめ る、ぬれ る」 「ずれ る、紛れ る、 じ

れ る、偲 が}切 れ る」 であ り、これ らは形態的 に 【・e・ru:・as・u】型 の 自他対応 をな

す他動詞 をもって お り(「 さめる:さ ます」「ぬれ る:ぬ らす 」「ずれ る=ず らす 」「紛

れ る:紛 らす 」 「じれ る:じ らす」 「{息が}切 れ る:{息 を}切 らす」)、先 の(67)～(79)

と似 た事 態はその他動 詞に よって表 し得 る12。

《「～asu」 形 の他 動詞の用例》

(a)

(80)私 は旦那の 目をさまさないように気をつけなさい と注意 してや り、蝋燭を消

  さずに待 つていま したが、そのあいだに、 ヒースクリフは服を脱ぎなが ら、

  話をつづけま した。『嵐が丘:ブ ロンテ 佃 中西二郎訳}(電 子化)』

(81)「 母上は」 と丈部はつづけた、「今夜はす こし疲れていましたので、もうや

  すんでお ります。でも、す ぐ起 してまい りましょう」赤穴はくびを振つて、

  かすかにそれには及ぱぬとい うしぐさを した。……赤穴は、さかなにも酒に

  も手をふれずに、しばらくじっと、黙っていた。それか ら―-母 親の目をさ

  ますのをおそれるかのように  声をひそめて、語 りは じめた。『小泉八雲

  集:小 泉八雲(電 子化朋 治)』

(82)和 代は濡 らしたタオルを額にあててソファで横になつている。『コインロッ

  カー・ベイ ビーズ:村 上龍(補 ・昭和)』

(b)

 (83)先 生は半分縁側の方へ席 をずらして、敷居際で背 中を障子にもたせていた。

   『こころ』

(84)葉 子はもうその筈には堪iえない と云 うよ うに頭を振つて、気を紛 らす為 に眼

  を開いて、留度なく動く波の戯れを見よ うとしたが、…… 『或る女(∂ 』

(85)「 悪いことをした。私はあなたに真実を話 している気でいた。ところが実際

  は、あなたを じらしていたのだ。私は悪いことを した。」『こころ』

(86)父 は 、……金 閣 ときく と、息を切 らしなが ら私 の肩につか まつてついて 来

  た。『金 閣寺』

(87)は あはあ と息を切らして、男は教壇か ら私 たちを見回した。『北帰行』

(88)勉 が出て来た。少し息を切 らしていた。『武蔵野夫人』

12こ こで は 「さ ます 」 につ い て も
、 本文 で 不 自然 な 用 法 と して あ げ た(67)の 「さませ る」 の

例と同じく 〔XがYの 目を さます〕という構文の用例をあげたが、実はこの構文で用い ら

れる 「さます」はきわめて少なく、ほとんどの 「さます」は 「太郎が 目を さます」のよう

な再帰的な構文での用法である。
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 したがつて 、問題 に してい る 「ぬ らせ る、 さませ る」 「ず らせ る、紛 らせ る、 じら

せ る、{息を}切 らせ る」は、原動詞 を`°ase・ru'に よって派 生 させ た形で はな く、【一

段活 用型rv・(s)asera」 ≒五 段活用型 「V・(s)asu」】 か らの類推 に よって 、 「ぬ らす、

さます 」「ず らす 、紛 らす、じらす 、{息を}切 らす」か ら作 られた もの と考 え られ る13。

(a)

  さめる   : さます  →??さ ませる(*さ む)

  ぬれる   :ぬ らす  →??ぬ らせる(*ぬ る)

(b)

 ずれる  :ず らす  → ?ず らせる(*ず る)

 まぎれる  : まぎらす  → ?ま ぎらせる く*まぎる)

 じれる   : じらす  → ?じ らせる(*じ る)

  偲 が}切 れる: {息を}切 らす→ ? {息を}切 らせる(*{息 が}切 る)

〔2〕 とこ ろで、 自動詞 と他動詞 とが形態 的に 【-e-ru -as-u]と い う型 の対応

をなす 動詞対 は現代 語にかな り多 くある。 上にあげた例 も含 めて挙 げる と次の よ う

な動詞 対で ある。

(A)荒 れ る1荒 らす 、 枯れ る1枯 らす 、

  冷 める:冷 ます 、 絶 える1絶 やす 、

逃 げる1逃 がす 、 は える1は やす 、

{欝憤が}晴 れ る1{灘 憤 を}晴 らす、

増 える1増 やす 、 漏れ る:漏 らす 、

  揺れ る:揺 らす

(B)覚 める1覚 ます/??覚 ませ る、

(C)ず れ る:ず らす/?ず らせ る、

じれ る:じ らすノ?じ らせ る、

らせ る

{裾線儲 が}そ れ る:そ らすノそ らせ る、

焦 げる:焦 がす 、

慣 れ る:慣 らす 、

腫 れ る:腫 らす 、

冷 える:冷 やす、

燃 える:燃 やす 、

濡れ る:濡 らす/??濡 らせ る

ま ぎれ る:ま ぎ らす!?ま ぎ らせ る、

憶 が}切 れ る:{息 を}切 らす/?切

(D)            こじれる:こ じらす/こ じらせる、

                     震える:震 わす!震わせる

これ らの うち、(A)の 動詞対は、手元の基本資料 と補充資料(1)の なかに 「～as

13 「商品を切らす一商品が切れる」「しびれを切 らす 一しびれが切れる」についても 「商

品を切 らせ る」「しびれを切 らせ る」とい う言い方があ りそ うだが、基本資料にも補充資料

(1>(2)に もなかつた。ただ 「堪忍袋の緒を切らせる」の例が1例 みられた。

○博士も、堪忍袋の緒を切 らせ、ビールの酔いもさめて蒼 くなつていた。『縮図1徳 田秋

 声(電 子化・明治)』
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eru」 形 の他 動詞 が み られ なか つた もので あ り、か りに 「～asetu」 形 をつ くる とす

る と 「荒 らせ る、枯 らせ る、焦 がせ る、……」 とな り、た しかに きわめ て不 自然 に

感 じられ る。 また 、(B)の 動 詞 対 は、前飾 で、 「～asecu」 形(「 ぬ らせ る、 さませ

る」)が か な り不 自然 だ とした類 、(C)は 、同 じ く前節 で 、 「～asecu」 形(「 ず ら

せ る、紛 らせ る、 じ らせ る、{息 を}き らせ る」))が やや 不 自然 だ とみた類 であ る。

そ して(D)の 対 は、2.1.0で ふれ た よ うに、他 動詞 として、 「～asu」 形 の 「遅

らす 、 こ じ らす 、 そ らす 、震 わす 」 だけで な く 「～aseru」 形 の 「遅 らせ る、 こ じ

らせ る、 そ らせ る、震 わせ る」 もあ り、 どち らもご く自然 な もの と して用 い られ る

もので あ る14。

 これ ら(A)～(D)の 動詞類 を比べてみるとき、「～aseru」 形の他動詞が 自然な

ものとして認められ るかそ うでないかは、必ず しもはっき り区別できるわけではな

い。また、四つの類 の間に不 自然 さにおいて程度差があるとしても、それが何 に起

因す るのかも今の ところはっき りしない。歴史的な推移 な ども考慮に入れて考察す

ることが必要であ るが、(A)類 の 「～asu」 形の他動詞か ら 「～aseru」 形の他動

詞が生み出 され る可能性 も まった くないわけではない。

〔3〕 なお 、上でみ た動詞 の うち、 「偶 を}さ ませ る」 「{息を}切 らせ る」お よび

「{刷毛 を}濡 らせ る」については、これ らが用い られ た要 因 として別の こ とも考 え

られ る。

 「偶 を}さ ませ る」についていえぱ、1.1の 〔2〕 で述べたこと(あ ま りに文法

的な表現が ときに不 自然に感 じられること)に 似た事情が考え られる。他動詞 「さま

す」による表現 「書生が 眼を さます」に対応す る使役表現 を作 ろうとするとき、

形式的に考えると、「夫婦が 書生に 眼を さまさせ る」となる。一方 「書生が 眼を

さます」が 「書生が (書生の)眼 を さます」とでもい うべき再帰的な表現である

ことを考 えれば、 「夫婦が{書 生に}書 生の眼を さまさせ る」 とい う文も考えられ

る。実際た しかに、前者の構文 「XがY6`旦 童 さまさせる」の用例も、後者 「X

がYの 目を さま させ る」の用例 もなくはない1$。

14 国 立 国 語 研 究 所(1972:685)で は
、 こ こで(D)と して い る 「お く らせ る、 ふ るわせ る」 を

ふくめ、「おくらせる、ちぢらせる、つか らせる、ふくらせ る、ふるわせ る、まぎらせ る、

にぎわせる」を、「形の上からは使役的なのに、もとの動詞 との対応関係が一般の規則的な

ものか らずれていて、独立の他動詞 となっている」とし、他動詞 とみ とめている。

15次 の例は、いずれの構文かはわからないが、嘱 をさまさせる」の例である。

  0こ のほか、目をさまさせない程度の外からの刺激が、いろいろな夢の原因になります。

   足がふとんか らおちただけで、谷底についらくする夢 を見たり、…… 『司令と伝令:岡

 ..



(89)私 は眠つたふ りをして、寝息を大きく規則的にたてた。隣の教会堂の時計

  塔の鐘が三十分 ごとに時刻を告げた。私に 目をさまさせ ないようにと、彼

  女がそっ と私の腕に手を置いた ときは六時だつた。『ティファニーで朝食

  を:カ ポーティ[龍 口直太郎訳1(電子化)』

   (骨組み:[彼 女ノ鐘が 私に 目を さまさせ る])

(90)と ころが、気づいてみると、眠っていた私の眼をさま させたのは、僧院の

  中庭でひいている竪琴の音で した。『ビルマの竪琴』

   (骨組み:[竪 琴の音が 私の目を さまさせる])

 ただ、 これ らが 自然 な文 か ど うかは、1.1の 〔2〕 の例(「 彼 らに喉 をかわ か させ

た」 な ど)と 同 じく、必ず しもはっき りしない。再帰 のか らむ構 文 は、多様 である

が、安定 してい ない とい うこ とで もある。

 また 、f息 を切 らせ る」については、(77)～(79)で の 「息を切 らせ る」 とほ ぼ同 じ

意味 を 「息 を切 る」 で表す こ ともできる。

〈91>夕飯を食っていると裏 口から芳子が帰って来た。急いで帰って来た と覚 し

  く、せいせい息を襲(い る。『蒲団』

(92)母 は息 を璽 ⊆はいって来た。すでに涙で浸 されていた顔である。『おと

  うと』

 これが 自然 な表 現だ とす る と、「息を切 らせ る」は、先 に1ユ でみ た``惹 起 を含意

す る他動詞 に さ らに`一(S)  9ase°ru をつ けたものJ9(「身体 を乗 り出す」⇒ 「身体 を

乗 り出 させ る」)と 同 じく、 「息 を切 る」でよい ところなの に`・(s)  )ase-ruをっけた

誤 りとい うこ とにな る。

 「{刷毛 を}濡 らせ る」 については、この例 に限 つて の、ご く個別 の問題 か も しれ

ない がaこ の文脈 で の意 味 に類似 した 「湿 らせ る」とい う使役動詞(「 湿 る+-ase°ru」)

か らの影響 、いわ ば 「干渉 」によって生 じた形 とい うことも考 え られ る。次 の例 の 「V

・(s)aseru
.1も 不 自然 な例 だが、それ ぞれ の文脈 での意味が 、「花 開かせ る」 「相手 の顎

先 に握 り拳 をめ りこませ る」に近い こ とか ら干渉 を受 けて生 じた とい う可能性 もある。

(93)ど んな娘たちの心臓をも一度は花咲かせるこの若い夢が、…… 『迷路:野

  上弥生子(補 ・昭和)』

(94)船 員バーで、ふ とした発端で羊蹄丸時代の仲間と喧嘩になった。仲略〉車

  座になつていた他の乗組員たちが私 と機関士を引き離 しに掛かるが、一旦

  乾 ききった魂 に放たれた炎はす ぐには鎮火出来ない。機関士の顎先に握 り

  拳を埋 め込ませ た。鈍い痛みが拳を伝って脳髄まで到達 した。『海峡の光:

  辻仁成(補 ・昭和)』

野薫子(補 ・昭和)』  (骨組み:[外 からの刺激が 目を さまさせる])

 :・



2.1.2 【-i-ru:・as-uj型 の 自他 対 応 を な す 「～asu」 か ら

次の よ うな 「～aseru」 であ る。

  (a)満 たせ る、 生かせ る

  (b)飽 かせ る

 この類 も、現代語 として不 自然に感 じられるかどうかで上のようにふたつに一応わ

けられ る。

 まず、それぞれの例をあげる。

《r満たせ る」》

(95)荷 車には、一基ずつ、大鍋を積んである。その鍋 にはたつぷ りと油を満たせ

エ あ り、油の上には護摩でも焚くようにして薪を組みあげてあった。『国盗 り

物語1司 馬遼太郎(電 子化・昭和)』

(96){お 万阿 は}や が て、銀の酒器 、銀の杯 、酒壺 を もつて帳台の 中にも どった。

  {庄 九郎}「酒 を酒器 に満 た しな さい」「はい」{お万阿 は}そ の とお りに した。

酒を用意 してなにをするのか、たずねるすきも、庄九郎の態度はあたえない。

「お万阿、杯 をもつのだ」「はい」「わ しが注いでやるJと 、や さしく満たせ

て くれ、自分の杯には庄九郎は自分 自身で注いだ16。『国盗 り物語:司 馬遼太

郎(電 子化・昭和)』

(97)い よいよ出来あがつたと云ふので、湯の代 りに水を一杯に満たせ、強力なポ

  ンプを以つてその上にまた水を送ると、圧力測量機の針が くるくるとまはつ

  た。『泡鳴五部作:岩 野泡鳴(電 子化・大正)』

(98)し かも宗旨に現世利益の色が濃 く、これを念持すれば、仏天は浮世の諸慾を

  満たせてくれ るとい う攻撃的な教えである。『国盗 り物語=司 馬遼太郎(電 子

  イヒ。日召禾口)』

《「いかせる(1)」 "物や事を活用する"に 近い意》

(99){人 形の}手 そのものの構造や動きかたはきわめて単純である。それ を生か

  せて使 うカは人形使いの腕にある。『和辻哲郎随筆集:和 辻哲郎(補 ・昭和)』

(100)し か しそれを止揚 しつつ生かせることによって他国民のな し得 ざる特殊 な

  ものを人間の文化に貢献す ることはできるだろう。『風土』

(101)埴 輪人形の一番の特色は眼である。あの眼が、あの稚拙な人物像を、異様

に活かせているのである。『和辻哲郎随筆集:和 辻哲郎(補 ・昭和)』

16 この引用例には
、二行 目に 「酒を酒器に蟹 」のかたちもある。

一90一



(102)と にか く氏の描 くところには感情がこもつてい る。画面の上に芸当とし

て並べ られた線や色彩ではなくして、氏の心に渦巻 くものを画面にさらけ

出そ うとするための線や色彩である。そうしてそこには、確かに、我々の

心の一角に触れ る淡い情緒が生かされている。仲略〉柔 らかで細かい静か

で淡い全体の調子も、この動機を力強 く生かせている。r和辻哲郎随筆集1

和辻哲郎(補 ・昭和)』

《「いかせ る(2)」 tC人を生 き させ る"に 近 い意》

〈103)「 お っ しゃる通 りですわ。 よるべの ない わた くしを大切 に扱 って下さ っ

て、身にすぎた幸わせ とよそ 目には見えましょうけれ ど……心ひ とつに包

みかね るさまざまの思いが、ないわけではあ りませんわ。その物思いが、

か えってわたくしを支えて、生かせてくれたのかも しれ ませんけれ ど…

・司 『新源氏物語:田 辺聖子(電 子化・昭祠 』

(104)源 氏は……夜昼、紫の上のそばを離れず、言葉 もな く、祈 るばか りであ

  る。 あま りに深い愁嘆のために、涙も出なかつた。大いなるものに対して

  「生かせて下さい」とひたすら、現つ心もな く、すがるしかなかった。『新

  源氏物語1田 辺聖子(電 子化・昭和)』

(105)し か し、細川藤孝には、この男をその後の乱世のなかをも生かせつづけ

て行った生来の勘のするどさがある。『国盗 り物語:司 馬遼太郎(電 子化・

昭和)』

《「あか せ る」》

(106)い つ まで見て も私 をあかせ ない のは、仏寺 の庭 の うつ くしさである。『寿岳

  文章集』

(107>{老 人は話が うまく}自 分がその人物を実際に見 しってでもいるように、

その人物の容貌風姿から性格まで詳 しく話 し、きく者 をあかせなかつた。『蒼

き狼:井 上靖(補 ・昭和)』(佐藤里美1990:167よ り)

 これ らの 「満 たせ る、生 かせ る、飽かせ る」も、形 態的 に予想 され る原 動詞 にあ た

る動詞 「*満 つ 、*生 く、*飽 く」が現代語 にない ので、`一(s)ase-ru,に よつて派生

され た もので はな く、他動詞 「満 たす 、生かす、飽かす 」か ら作 られた ものと考 え ら

れ る。

みちる : みたす  → ??み たせ る(*み つ)

いきる : いかす  → ??い かせ る(*い く)

あきる : あかす  → ?あ かせ る(?あ く)
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 ただ 、原 動詞 にあた る語が現代 においてふ つ うに使 われ るか ど うか は必ず しもは

つき りしない。 と くに 「飽かせ る」 につい て は、先 の用例(106)(107)の 『寿岳文章

集 』『蒼 き狼』の作者 に とつて は 自動詞 「飽 く」が まだ 自然 なもの として生 きていて、

それ にL-(s)ase-ru'を つけた形 が使 われ た とい うこ とか も しれ ない17。 「*満 つ」

「*生 く・*活 く」 は使 われそ うにないが 、 あ る形 が規範 か らはずれ てい るか ど う

か を、現代 日本語 とい う共時態 においての み判 断す るの は容 易 でない。

 「いかせる」にっいては、挙例にも示したが、ふたつの意味の場 合をわけて考え

るほ うがよさそ うである。まず、「いかせ る(1)」 の例は一人の作家 伽 辻哲郎)

のものであるが、五段他動詞 「生かす」の可能動詞 としての意味合いで使つたもの

のように思えなくもない。次の(108)～(109)は 、別の作者の例であるが、「生かせるJ

が可能動詞 として使われているのがよくわか る例である。

(108>「 僕は今波の りしなが ら考えたよ。波は運命で、人間がそれに うまくの

  れると何んでも思つたように気持 よくゆくが、一つの り損 うとい くらあせ

17 「飽 く」は、「墨 なき探究心」r飽かずながめている」といつた使い方や、副詞 「虹 まで」

に は化 石 的 に残 っ て い る。 ま た 、童 謡 の歌詞 に 「菜 の 葉 に 飽 い た ら桜 に とま れ … …」 とい う

の が あ る。 湯 澤(1944、1951)に は 、『青 年 』(森 鴎 外1910～1911)、 『浮 雲 』(二 葉 亭 四迷1887

～1889)
、 『芋 粥 』(芥 川 龍 之介1916)の 中で 「飽 き る」 と 「飽 く」 が と もに使 わ れ て い る とし

て 例 が紹 介 され て い る。 しか し、現 代 の共通 語 と して は 、 「飽 く(自'P9)Jに か わ つ て近 世 後 期

ご ろ か ら江 戸 で使 わ れ 始 めた と され る 「飽 き る(自・上一)」の ほ うがふ つ うで あ り、使 役 動詞 と

して は 「飽 き させ る 」 溺 用 い られ る。

○美夜は恐らくどんな男をも飽きさせず愛されつづける女であろ う。『女坂:円 地文子(補・

 昭和)』

「飽かす」も、次のような例があるものの現代語 としてそれほど活発には使われていない。

○{梶 井基次郎の}母 久子は教養ある賢夫人であった。……非常に落ちついた相手を飽

 かさぬ話手で、『檸様:梶 井基次郎 〔解説:淀 野隆三〕(補・大正)』

中型の国語辞書27種 での立項の様子を調べてみると、「みたす、いかす」はすべての辞書に

立項されているのに対し、「飽かす」を立項 しているのは22辞 書である(27辞 書の 「飽か

す」と 「飽かせる」の立項の様子は次のようである。「飽かす」のみを立項:18、 「飽かす」

「飽かせる」をともに立項 二4、 「飽かせる」のみを立項:3、 どちらも立項せず:2)。 そ

して、「飽かす」を立項 している辞書のほとんど力弐「金/暇 一に飽かしてJの ような慣用的な言

い方を例にあげているのだが、実はこの言いまわ しは 「飽かせて」のほ うにもみられる(「金

に飽かせて買い集める」)。

 「飽 く」「飽かす」 「飽かせる」いずれも、現代語においては慣用的な表現として用いられ

ることがほとんどだ といつてよさそうである。
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つても、あわてても、思つたように進むことが出来ない。賢い人だけ次の

波を待つ。そ して運命は波のように、自分達 を規則正 しく、訪れてくれ る

のだが、自分達はそれを千に一つも生かす ことが出来ないのだ。それを本

当に生かせたら大 したものだつてJ『友情:武 者小路実篤(電 子化・昭和)』

(109)「 あれは どんなに印刷屋の修整工が失敗 しても生きのこる顔 なんだ。 し

  か し、いくらガタロだって、ただニタリと笑っただけ じゃ、見 られたもん

  ではない。春川 だからこそ生かせたんだね」『巨人 と玩具:開 高健(電 子化・

  昭和)』

 和辻哲郎は次のよ うに 「生かす」も用いていて、それには可能の意味は感 じられ

ないので、「生かすJと 「生かせ る」とを、別の意味 を表す ものとして意図的に使い

分けている(少 なくともそ うす ることがある)の かもしれない。

(110)塗 り残 された未完成の画の示唆的なおもしろさ、それを巧妙 に生かすの

  は 日本語の伝統 の著 しい特徴であつた。『和辻哲郎随筆集1和 辻哲郎 く椿

  昭和)』

(111)と にかく氏の描 くところには感情がこもつている。画面の上に芸当とし

  て並べ られた線や色彩ではなくして、氏の心に渦巻 くものを画面にさらけ

  出そ うとするための線や色彩である。そうしてそこには、確かに、我々の

  心の一角に触れる淡い情緒が生かされてい る。〈中略〉柔 らかで細かい静か

  で淡い全体の調子 も、この動機を力強く生かせている。『和辻哲郎随筆集1

  和辻哲郎(補 ・昭和)』

 一方、"人 を生 きさせる" とい う意味すなわち、人が生きることの惹 き起こしの

意で用いられている 「いかせる(2)Jの 用例には可能動詞的な意味はない。 こち ら

にっいては次のよ うに使われている他動詞 「いかす」か ら類推的につ くられた不 自

然な例 といってよいだろ う。

(112)自 分 を生 か して くれた ものへの感謝がま ざり合 つてい る。『庭 の山の木』

(113)死 刑確 定者 を、だ らだ ら生か しておいて、 …… 『死刑 囚の記録』

(114)失 明 して しまつた人 たちを どう食べ させ てい くか、生 か してい くか 、 と

  い う問題です。『指 と耳で読む』

(115)そ の者 は、死すべきあなたがたのからだをも生かすであろう。『死の思索』

2.1.3 【―u:-as・u】 型 の 自他 対 応 を な す 「～asu」 か ら

次 の よ うな 「～aseru」 で あ る 。

   {歯を}鳴 らせ る、 {車を}飛 ばせ る、 {喉を}か わかせ る

2.1.1の 〔2〕に も述べ た よ うに、 「～asin形(五 段活 用)と 「～asera」 形(下 一
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段活用)と が ともに 自然 な もの として用い られ る他動詞 はか な りあ り18、両者 の意味

はほ とん ど同 じであ る。 しか しここで検討す るの は、ふ つ うあま り使 われず 不 自然 に

感 じる 「～aseru」 形 であ る。使用 において 「～asu」 形 との間に意 味の分化 が うかが

えるもの、いわば 「異 化作用dissimilation」 が はた らい ている と思われるもの もあ る。

鳴る : 鳴 らす  や ?鳴 らせ る

とぶ : とばす  → ?と ばせ る

かわ く= かわかす → ?か わかせる

まずそれぞれについて個別に検討する。

《「鳴らせ る」》

物が"鳴 る"よ うにす る働 きかけは、「鐘 を鳴 らす」「ブザーを鳴 らす」「ベルを鳴

らす」のように他動詞 「鳴 らす」で表すのがふつ うである。 ところが、「鳴 らせる」

が使われている次の ような例が少なからず見られる。

(116)つ いに女が 、痛 みを訴 え、歯 をが ちが ち鳴 らせ て、うず くまつて しま った。

  『砂 の女1安 部公房(電 子化・昭和)』

(117)す るとそこへ 向うの街から大きい雄の河童 が一匹、鼻息を鳴 らせて歩いて

  来ま した。『河童:芥 川龍之介(電 子化・大正)』

(118>山 本はカンカン帽に浴衣がけで、下駄をカラコロ鳴らせながらステッキを

  突いて暢気に歩いていたそ うである。『山本五十六:阿 川弘之(電 子化・昭和)』

(119)利 仁が急に、鞭を膿 らせて、その方へ馬を飛ば し始めたか らである。『芋粥:

is 湯 澤 幸 吉郎(1944 、1951、1953)は 、明治 ・大正 ・昭 和初 期 の東 京 語(音 声言 語 ・文字 言 語)

の観察にもとづき、もともとは五段活用であるのに その時代の口語において 下一段に活用さ

せることが多くなつた動詞として次のようなものが挙げられている。(湯澤の挙げている動詞は

三者の文献に出入 りがあるが、いずれかに挙げられているものはすべて示 した。下線は三者に

共通する動詞)

浮かす、 動かす、 齪 、 輝かす、通わす、乾かす、くらます、すかす、滑らす、澄

豊 、漂はす、散 らす、照らす、轟かす、飛ばす、なびかす、鯉 、鳴らす、濁 らす、

鯉 、走らす、饗置 、減 らす、降らす、揺がす、惑はす、迷拡 、回らす、漏 らす、

湧かす、～めかす

 湯 澤(1944、1951、1953)に は 、動 詞 の種類 に つ いて の 言及 は ない が 、 これ らの 動詞 につ い て

形 態 面 の特 徴 をみ る と、い ずれ も 【・u:-as・u】 型 の 自他 対 応 をな す他 動 詞 で あ る(「 浮 く=浮 か

す 」 「動 く:動 か す 」 な ど。 「も らす」 は、 「-uJ型 の 自動 詞 「も る」 と とも に 「℃・ru」型 の 「も

れ る」 もあ る)。 な お 、 五 段型 の活 用 は連 用形 「し」 と終 止 連 体形 「す 」 に多 くみ られ る こ とが

指 摘 され て お り、興 味深 い 。
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芥川龍之介(電 子化・大正)』

(120)精 などはむ しろはしゃぎ気味で、鍔を鳴 らせなが ら、…… 「五方のかまえ

  の太刀つかい」と所作を してみせた り、『鬼龍院花子の生涯』(他 に類例1例

  あ り)

(121){太 郎は}す ぐつまらなさそうに顔をそむけてライター をカチカチ鳴 らせ

  にかかつた。〈申略〉{太郎は}夜 道を歩きなが ら童話本を脇 にかかえ、中古 ラ

  イターをカチカチp.ら せて…… 『裸の王様:開 高健(電 子化・昭和)』

(122)北 斗の星は又寒そ うに、一枚岩 の上を照 らし始めました。絶壁 の松 も前に

  変 らず、 こうこうと枝を鳴らせています。『杜子春:芥 川龍之介(電 子化・大

  正)』

 これ らの 「鳴 らせる」も 「鳴らす」のほ うが自然だ と思われるが(噛 を鳴 らす」r鍔

を鳴らす」)、「Nを鳴 らせ る」が用いられたのには、その 「N」の特殊性が関係 して

いそ うである。

 上の例 に窺 えるよ うに、 「Nを 鳴 らせ る」 と使われ てい る揚合 の 「N」 は 「歯 、鼻

息、下駄 、鞭 、鍔、 ライター、枝 」であ る。 「鐘、 ブザー、ベル」 な どにっ いて 「鐘!

ブザー!ベ ル を 鳴 らせ る」 と用いた例は、手元 の基本資 料に も、補 充資料(1)、 補 充資

料(2)に もみ られ ない(「 鳴 らす」の可能形 としての 「鳴 らせ る」や命令 形 「鳴 らせ」

はある)。 つ ま り、 「鐘、ブザー、ベル」 のよ うに 「鳴 らす」た めに作 られた物 につい

てrNを 鳴 らせ る」 と使 つた例はな く、 「鳴 らす」 目的で作 られ たのではない 「歯 、

鼻息、下駄 、鞭 、鍔、ライ ター、椥 な どの揚合 に 「Nを 鳴 らせ る」が使 われ てい る

のであ る。 「Nを 鳴 らせ る」 と表 現 され ているのは、 「鳴 る」のが常態 ではない物 に働

きか けて 「鳴 る」の を惹 き起 こす とい う事態で あ り、その こ とを明確 に表す た めに 「鳴

らす」では な く、`・(S)ase°ru'を 含む形 を用いたの ではないか。 そ うだ とす れば 、上

例の よ うな 「鳴 らせ る」 は、 「鳴 らす」か らの語形成(「 ～asu」 → 「～aseru」)と い

うよ りもむ しろ、 「鳴 る」 に`・(S)ase-ru,を つ けた使役動詞 ら しい使役動詞 だ と考 え

るべきか も しれ ない。

 さらに、 「Nを鳴 らせる」とい う用法には、 しば しば触れてきた再帰性も関係 して

いる。すなわち、噛 、鼻息」は、人の身体部位およびそれに準ずるものであ り、 「下

駄、鞭、鍔、ライター」は、上の例においては、いずれ も主語である人の携帯物(お

よびその部分)で あり、「枝」も、木を全体とするその部分である。

 ただ、「Nを鳴 らせ る」の場合 と同じような 「N」であつても、「Nを鳴らす」が用

いられている例 もあり、はっきりと相補的な分布になつているわけではない。

(123)道 の真中を黒い豚の親子が鼻を鳴らしなが ら、 うろ うろしていた。『メキ

   シコか らの手紙』

(124)奥 のほ うから三千代が裾を鳴 らして出て来た。『それから』
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(125)蘇 芳染の水干を着た相手は、太刀の鍔 を鳴 らして、「ふふん」と云った儘、

   答えない。『楡盗』

(126)そ れか ら牛乳屋が空壕 を鳴らして急 ぎ足に出ていった。『それから』

(127)矢 須子が風 呂揚の煙突の煤 とりをして鎖をがらが ら鳴らしていた。『黒い

雨』

《「飛 ばせ る」》

「飛 ばせ る」の例 は次のよ うな ものである。

(128)自 動車 を、…… 牛込、小 石川 、本郷 と乗 りで のあ る距離 を飛 ばせ て行 く う

  ちに も、…… 『迷路:野 上弥生子(補 ・昭和)』

(129)そ れ は 日頃見 る兄ではない。 いや、今 し方馬 を飛 ばせ て、一散 に走 り去 っ

  た兄 とさえ、変わっている。 『楡盗』

(130)こ の報 を、 シーザーは ウテ ィカ 目ざ して馬 を飛 ばせ ている途 中、受 け取 つ

  たが…… 『ク レオパ トラ1宮 尾登美子(補 ・昭和)』

「{車を}飛 ばす 」 は、 「友人 を迎 えに駅まで車 を飛 ば した」 「タク シー を飛 ば して

病院にかけつけた」などと使 われ、6急 いだ気持ちで、また速いス ピー ドで、自分で

運転 して(あ るいは、他者に運転 させて)移 動する"と いった意味を表すかな り慣用

的な用法である。これに対応する意味での 「*車が飛ぶ」 とい う自動詞表現はない。

また、r馬 を飛ばせる」の場合も、馬 」が有生animateで ある点が 「車をとばせ る」

と異なるが、ここで使われている意味での 「*馬が飛ぶ」とい う言い方がない点は同

じである。 したがってこれ らの 「飛ばせる」は、 「飛ばす」か ら上述の類推によって

作 られた と思われ る。

移動の意 を表すのではない 「飛ばせる」の次のような例もある。これ らについては、

「風に髪が飛ぶ」「口笛の音(ネ)が飛ぶ」 とい う自動詞表現が自然なものか どうか、あ

るいは、r飛 ばす」による表現があるか どうか、いずれもはつき りしない。

(131)闇 市の十字路で、風に髪を飛ばせながら、オシゲは言つた。『あすなろ物

  語』

(132)次 郎は、あらゆる表情が、凝 り固まったような顔 をしながら、左手の指を

  口へ含んで、鋭 く二声、口笛の音(ネ)を飛ばせた。『楡盗』

 さて、「飛ばせる」が使われているこういつた例についてもやは り、「鳴 らせる」に

み られたような広い意味での再帰性をみ とめることができる。す なわち、(128)～(13

0)の 「自動車、馬」はいずれも、主語である人がそれに乗っていて 共に移動 してい

るのであ り、(131)(132)の 「髪、 口笛の音」は人の身体部位およびそれに準ずるもの

である。(「紙飛行機を飛ばせる」 「ボールを飛ばせ る」 といつた例はなかった。)

ただ し、みずか ら 「N」を運転 して移動する揚合であっても 「Nを飛ばせる」だけ

 .,



でなく 「Nを飛ばす」も用いられ、「鳴 らす」の場合 と同様に、「Nを飛ばせる」と 「N

を飛ばす」 とが相補的に使われているわけではない。

(133)寺 石が一人で 自転車をとばしてなぎさ屋 に来るようになったのは、……

  『梅花抄』

(134)私 は、春の風 を切 つてプ リンス トンに車 を飛 ば した。『アメ リカ と私』

《乾 かせ るエ9》

 「乾かせる」は、一人の作家(大 江健三郎)の 例 しか手元にないが、「Nを 乾かせ

る」の 「N」は、ここで もやは り、主語である人の身体部位およびそれ に準ずるもの

である。

(135){黒 人兵が広 口瓶から1-11羊の乳を飲むのを見ている状況で}僕 は山羊の乳

  が極めて美 しい液体であることを感動に唇 を乾かせて発見するのだつた。

  『飼育1大 江健三郎(電 子化昭 和)』

(136)僕 は兎 口たちか ら離れ、大人たちに囲まれて話 し合 ってい る書記のところ

  へ行った。書記は僕を、漬水を上唇に乾かせている村の子供たちと同じよう

  に全 く無視 して話 し続 け、僕の 自尊心 と彼への親 しみの感情を傷っけた。『飼

  育:大 江健三郎(電 子化・昭和)』

(137)僕 は背後か ら、乾いた熱い掌で頭を押しつけられたが、振 りむいて立上ろ

  うとは しなかった。僕は斜面の子供 らの遊 びに顔 を向けたまま、眼だけで僕

  の裸の朧の横に しつか り立っている書記の黒い義肢を窺った。書記 さえ、た

  だ傍に来 るだけで僕の喉を乾かせる。『飼 育:大 江健三郎(電 子化・昭和)』

  (※この例は、「Nを」は身体部位 「喉」であるが、構文としては再帰ではない。)

大江健三郎の他の作品の中で使われている 「乾かす」の例を調べてみると、いずれ

も単なる"物"で ある。

(138)父 は野兎や野鳥、雪のふ りつもる冬には猪を撃っこと、それに罠でとらえ

  た髄の皮を乾か して 《町》の役場へ渡す ことで生計を支えていたのだ。『飼

  育:大 江健三郎(電 子化・昭和)』

(139)「 洗つた後でよく乾か しておけばいいんだ。看護婦の連中が怠けやがって」

  と管理人は剛い毛の生えた太い掌を、手袋 に突っこみなが らいった。『死者

  の奢 り:大 江健三郎(電 子化・昭和)』

(140)「 ゴム手袋は しつか り塾 おかない とべとべとしてや りきれないな」

  と管理人はいい、艶のない、日焼けした皮膚で包まれた頑丈な首を うなだれ

  て、手袋の中の指を執拗に動かし続けた。『死者の奢 り1大 江健三郎(電 子

19 「乾 か させ る」 とい う形 に つ い て は
、1,1の 〔2〕 で 述 べ た 。
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イヒ・昭禾口)』

 大江健三郎 も、先に和辻哲郎の 「生かす」と 「生かせる」について述べたのと同じ

よ うに、「乾かす」 と 「乾かせる」 とを、異なる意味を表すもの として意図的に使い

分けることがあるのかもしれない。

 以 上み て きた、 「鳴 らせる」 「飛 ばせ る」 「乾 かせ る」 とい う 「～aseru」 形の動 詞が

つ くられ たの には、意 味の面で の 【一段活用 「V―(s)aseru」 ≒五 段活用 「V―(s)asu」】

とい う認 識や 、 「v-(s)asu」 形 よ りも 「V-(s)aseru」 形 のほ うが惹 起を表現す る もの

と して形態 的 に明晰で かっ規範 的 である とい う認 識 がはた らいた ことに よると思わ

れ る。先述 したよ うに 「遅 らせ る、こ じらせ る、逸 らせ る、ふ るわせ る」 な どが他動

詞 としてか な り安 定 している ところをみ る と、 「～asu」 形か ら 「～aseru」 形 が生み

出 され る とい う語形 成は、なん らかの条件 の もとで今後 も繰 り返 し行 われ て、そ の形

が新 たな語 として ごく自然な もの となつてい くこ とは十分 に考 え られ る。

 とくに、「鳴 らせる、飛ばせ る、乾かせる」類 と、「鳴 らす、飛ばす、乾かす」類 と

を異 なる意味を表す ものと捉えようとするいわば 「異化」の要求にかな うものだ とす

ると、そのことが さらに こういつた新たな語形成を支え 促す可能性もある。

2.1.4 対応す る 自動詞 の ない 「～asu」 か ら

次 の よ うな 「～aseru」 であ る。

  {気分/コ トを}も た らせ る、 にぎわせ る

 こ こでみ る 「{気分1コ トを}も た らせ る」は、次節 でみ る 「{身体を}も た らせ る」(「{身

体が}も たれ る」 と対 応す る)と は異な り、当該 の意 味 で対応 す る自動詞 と しては、

「*も た る」も 「*も たれる」もない もので ある。これ らも、「～asu」 形 の他動詞 「も

た らす 」 「に ぎわす」か ら作 られ た形だ と考 え られ る20。

もた らす  →??も たらせる(*も たる、*も たれる)

にぎわす  → ??に ぎわせ る(*に ぎ う)

《「{気分!コトを}も た らせる」》

(141)里 子は全部がわかる気が して、意外な事実に顔が蒼ざめた。 と同時に、里

20 「{気分を}も た らす」「にぎわす」の例をあげておく。

○どうしたらわれらは正しい救いをうることができるか一 。そしてそれを他の人にも

 もたらすことができるか一 。このことをよく考えたい。『ビルマの竪琴』

○放送が聞き苦 しいという苦情が薪聞の投書欄をにぎわすことがある。『ことばと国家』
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子にこの話はある満足をもたらせたのも皮 肉といえた。『雁の寺:水 上勉(電

子化・昭和)』

(142)自 分 のテ ンポ とい うものがあ り、それ を守 つているのが、天 下 をとつた よ

  うな気分 を もた らせ てい るのか もしれない。『死 にたが る子:藤 原 審爾(補 ・

  昭和)』(佐 藤里 美1990:156よ り)

(143)(コ ンサー ト会場での阪神大震災の被害者へのインタビュー)噛 宅が全

  壊 し大変でしたが、音楽は本当に希望をもたらせてくれています。家族 とポ

  ップスの レコー ドをよく聴 きます し、『希望ニンサー ト』は二回 目。一人で

  来ましたが、リズムに乗 り、ワクワクした時を過 ごせ ま した」と話 した。『毎

  日新聞1995(電 子化)』

(144)青 学大は、エース石川 を五輪アジア地区予選参加で欠 く中、3連 投の右腕

  亀谷の力投がチームに勝ち点をもたらせた。『朝 日薪聞1999(電 子化)』

(145)関 東地方 に雷雨 をもたらせた前線 が一 ・『NHKラ ジオニ ュース2003(補)』

《にぎわせる》

(146){漱 石 は}ま た西園寺首相の招待を断って新聞をにぎわせた。『和辻哲郎随

  筆集』

 なお、「にぎわせ る」にっいては、「にぎわ う」の使役動詞 として規則的にでてく

る形が 「にぎわわせ る」 となり、語中にTわ わ」 とい う音連続ができるのを、なぜ

か無意識に避けよ うとしたとい うこともあるだろ うか21。

2.2  -e-ru:-as・u/-ase-ru】 型 の 自他 対 応 か ら の 類 推 で 「～甦B�1焉v を つ く る

ここで間題 にす るの は、次の よ うな 「～asera」 である。

   あふ らせ る、 埋 もらせ る、 ふ くらせ る、 ちぢ らせ る、 傷 体を}も た

   らせ る、 疲 らせ る

 これ らは、 「～aseru」 の形で はあるが、形態的 に(単 に共 時的 な レベル で)原 動詞

として予想 され る 「*あ ふ る、*埋 もる、*ふ くる、*ち ぢる、*も た る、*疲 る」

は現代語 では使 われ ない。また、前節の2.1.1で みた動詞類 とは異 な り、 「～asu」

形 の他動詞 「*あ ふ らす、*埋 もらす、*ふ くらす、*ち ぢ らす 、*傍 体を}も た ら

す 、?疲 らす 」 も、当該の意味 では現代語 において使 われない22。 とす る と、次 の諸

21 「味わ う!の 使役動詞 として 「味翅2せ る」ではなく 「味ねせる」を使っているのを(「秋

 の京都 を味わせてくれる宿」)、旅行雑誌でみたことがある。
盟  「ふくらす」は 「ふ くらし粉」という複合語には残っている

。 「疲 らす1は 、『我輩は猫

 ..



例にみ られるこれ らの形 は、 どのような事情で使われたのだろうか。

(147=4)代 助は水道の栓を振って湯呑みに水をあふ らせなが らいつた。『それか

  ら』

(148)君 は慰の愛す る女を君の為めに山の中に埋もらせるほど…… 『蒲団』

(149)せ つか くの遊びを邪魔 されたのが不平 らしく面をふくらせてもじもじし

  てたが、…… 『銀の匙』

(150)冬 に しては明るい陽ざしが庭の白梅の蕾をふ くらせていた。『女坂:円 地

  文子(補 ・昭和)』

(151)「 パー マネ ン ト」 とは、女 の髪 をち ぢ らせ る風俗 をいい、 …… 『羊の歌』

(152)明 は 目をつぶ ったまま、窓枠 に ぐった りと体 を もた らせ なが ら、 とき どき

  顔を上げ、…… 『菜穂子』

(153)長 話 は老い衰 えた父を疲 らせる。その心か ら、半蔵は妻子や清助を誘って、

  間 もな く裏二階 を降 りた。『夜明け前:島 崎藤村(補 ・昭和)』

(154)物 価は 日を追って値を上げ、近頃は簡単な食事をとるにも百三十万マルク

はかかる。一度に多 くのポン ド貨を替えてお くわけにもいかず、頻繁な銀行

通いはほとほと神経を鍵23。 『楡家の人び と1北 杜夫(電 子化・昭和)』

 これ らの 「あふ らせ る、埋 もらせ る、ふ くらせ る、 ちぢ らせ る、もた らせ る、疲 ら

せ る」 には、形態 的 に関係 のある動詞 として、現代語 に 「あふれ る、埋 もれ る、ふ く

れ る、 ちぢれ る、 もたれ る、疲れ る」 とい う自動詞が存在す る。 そ して これ らは語末

が 一e・ruの形 で あ る。2.1.0の 〔2〕 で述べ た よ うに、同 じく語 末が ・e-ruの 自動詞

の うち、r遅 れ る、こ じれ る、それ る、震 える」 は、対応 す る他動詞 と してf～asu」

と 「～aseru」 の二種類 がほぼ同 じ意味でふつ うに用 い られていて 、[・e-ru:-as-u/

-ase・ru]型 の 自他 対応 を なす
。

遅れ る:遅 らす/遅 らせる、 こじれる:こ じらす!こ じらせ る、

{視線を儲 を}そ れる=そ らす1そ らせ る、 震える1震 わす1震わせる

こ ういつた動詞対 があ るこ とか ら、 「あふ らせ る、埋 も らせ る、ふ くらせ る、 ちぢ

らせ る、 もた らせ る、疲 らせ る」 の形は、 【-e-ru l-as・u1-ase・ru】 型 の 自他 対応 の

である』などに用いられているが、現代語 としてはほとん ど使われない。

 ○吾輩は十五六回はあちら、こちらと気を疲 らし心を労らして奔走努力してみたが遂

 に一度 も成功 しない。『我輩は猫である:夏 目漱石(補 朋 治)』

「もたらす」は、「人々に 幸運を/変化を もたらす」 とい う用法はあるが、これは別義

 であ り、「*壁 に身体をもたらす」 とはいわない。
23 「疲 らせる」の使用には

、電子化資料においても、時代差 ・個人差がある。用例がみら

れたのは、島崎藤村2例 、菊地寛1例 、小林秀雄1例 、翻訳テクス ト7例 である。
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形 態的な 関係 の うち、 【-e-ru:(-as-u/)型 】とい う関係 か らの類推 に よつて、 自

動詞 「あふれ る、埋 もれ る、ふ くれ る、ちぢれ る、 もたれ る、疲れ る」 か ら(「?あ

ふ らす 、?う もらす、 ……」は ないにもかかわ らず)、 作 られ た もの と思 われ る24。

[遅 れ る  1 遅 らす  /遅 らせる  ]

[こ じれる : こじらす/こ じらせる ]

あふれる   (?あ ふ らす)

うもれる ・ (?う もらす)

ふ くれる   (?ふ くらす)

ちぢれる ・ (?ち ぢらす)

もたれる   (?も たらす)

つかれる ・ (?つ からす)

→??あ ふ らせ る(*あ ふ る)

→??う もらせ る(*う もる)

→??ふ く らせ る(*ふ くる)

→??ち ぢ らせ る(*ち ぢる)

→??も た らせ る(*も たる)

→??つ か らせ る(*つ か る)

 しか し、「あふ らせ る、埋 も らせ る、ふ くらせ る、ちぢ らせ る、{身体を}も た らせ る、

疲 らせ る」はや は り不 自然 であ り、現代語 としては、下一段活用 の 自動詞rあ ふれ る、

うもれ る、ふ くれ る、 ちぢれ る、 もたれ る、疲れ る」 にt   9-sase-ru のつ いた形 「あ

ふれ させ る、 うもれ させ る、ふ くれ させ る、ちぢれ させ る、傷 体を}も たれ させ る、

疲 れ させ る」の ほ うがや は り自然 である。

《自動 詞(「-e-ru」 型)に`―case-9ru のっいた使 役動詞 の用 例》

 (155)姉 が酌 を買 つて 出て、みんなに注ぎまわ つた が、姉 の 目に は酒 の色が よ く

見えず、なみなみ と注ぎすぎてあふれ させては、「いやあ。いやあ。」と当惑

の声 をあげるのであつた。『忍ぶ川:三 浦哲郎(電 子化 ・ﾘp和)』

(156)… …喜助が人形をつ くるのを見ていた玉枝は、完成 した作品については、

  誰 よりも早 く感嘆の声をもらしていたのだった。この ような人形を、竹神 の

  村に うもれ させてお くのは勿体ないと玉枝には思われたのだ。『越前竹人

24 た だ し、 ここで あ げ る 「あふ らせ る、埋 も らせ る、 ふ く らせ る、 ち ぢ らせ る、 もた らせ る 、

疲 らせる」の使用は、まだ 「類 analogy」 とまではいえず、宮地敦子(1956;50)の い う 「記

憶上の混滑」にあたるかもしれない。宮地(1956)1‡ 、「集団に支へられた一般的類推とよぶに

は、まだ少 しはやい、個人的な未熟な状態」であるものを 「記憶上の混清」とよんでいる。

 西 尾 寅 弥(1954[1988:162-3])の いわ ゆる"型 と しての 同 化 力"の よ うな もの が働 い てい る とも

考 え られ る。西 尾(1954)に は、 「(自他 対 立 の)型 の強 弱 とそ の原 因」 につ い て の論 の なか で 、他

動 詞 と 自動 詞 とが形 態 的 に対応(対 立)す る もの の うち、対 応 の 形 態 的 な タイ プ として は、 【<-e

ru>(他 、 下一)」 →<aru>(自 、 ラ四)1と い う対応 を示 す 動 詞 対 が多 くあ つて優 勢 で あ り

(「あて る・あ た る」 「か さね る・か さな る」 「き める・きま る」 な ど)、 それ ゆ え、 この型 の動 詞 対 が

さ らに増 えて い きそ うな 可 能性 が ある と述べ られ 、 その 原 因 と して、"型 と しての 同化 力"が あ

げ られ て い る。
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  形:水 上勉(電 子化 ﾘ召和)』

(157)ホ テル側の関係者は 「うちは損失補てんを要求せず、60億 円の損失 もかぶ

った。ところが山一はホテルの 口座で さらに損失を膨れ させた」と話 してい

る。『朝 目新聞 ユ997(電 子化)』

(158)福 岡 ドームの人工芝は、……硬めの感触で 「ボールの自然な転が りを意識

  してつ くった」 という。芝は縮れ させて、選手の足を滑 りにくくしている。

   『朝 日新聞1999(電 子化)』

(159)こ の若い奥 さまは、もはや周囲にはびこつている投げや りな気持に同化 し

  て しまわれたのです。かわいらしかつた顔 も青 ざめてもの うげになり、髪 も

  縮れ させず、巻髪はなよなよと、下までたれているのもあり、無造作に頭に

  巻 きつけたのもあるとい うふ うでございま した。『嵐が丘:ブ ロンテ{田 中

  西二郎訳}(電 子化)』

(160)「 ワ トス ン君 、この事件 をど う思 うね?」 ホームズ は椅子 の背 にか らだを

  もたれ させ な が らいった。 『シャmッ ク ・ホー ムズの 冒険:ド イル{延 原

  i謙訳}(電 子化)』

(161)青 い潮の反射は直に人 を疲れさせた。三吉は長 く立つて見てもい られない

  ような気が した。正太を誘つて、復た歩き出 した。『家』

(162)草 の間を火山礫が平らかに埋めた道は、 うつす ら水がたまって、靴で快 く

  蹴立て られたが、赤土の登路はよく滑つて、飢えそ して大抵は脚気にかかつ

  ていた、兵士達の膝を疲れ させた。『野火』

3サ 変 動詞 「N/A一スル 」か ら 「N/A―サ セル」 の形 をっ くる

〔1〕 「勉強する」咄 発する」「カッ トす る」「カーブする」「まつす ぐにする」「明

るくする」の ように、名詞的な二字漢語や外来語、あるいは形容詞(形 容動詞 も含む)

に 「スル」がついてサ行変格活用する動詞がある。ここではこれ らサ変動詞にかかわ

る不 自然な例を観察す る。

 サ変動詞 を 「N/A・スル」、その使役動詞 を 「N/A一サ セル」と記す とす ると、次 の 「N

∠Aサ セル 」は 〔 〕内 の ように 「N/A一スル」の形 で充分 に惹 起 の意味 を表現 できる。

(163)今 度の爆弾は植物や蝿などの生育を助長 させ、…… 『黒い雨』 〔≒助長

  し〕

(164)監 督や雑夫長 らが、漁期中にス トライキのごとき不祥事を惹起 させ、製品

  高に多大の影響を与えたという理由のもとに、…… 『蟹工船』 〔≒惹起 し〕

(165)連 邦政府が白黒差別撤廃を強力に推進 させ ようとしているのも、…… 『ア

  メ リカ と私』  〔≒推進 しよう〕
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(166)何 よ り加恵を有頂天にさせていたのは、於継が……働 きものの加恵を……

  自慢 していることであつた。『華岡青洲の妻:有 吉佐和子(補 ・昭和)』  〔≒

  有頂天 に していた〕

(167)体 内か ら広が る悪寒のような冷気がひたひたと波打ち、私の躯を冷たくさ

  せていた。『北帰行』 〔≒冷たくしていた〕

(168)明 子 は侮辱のために顔を真っ赤にさせた。『くれない』 〔≒真っ赤に し

  た〕

 サ 変動 詞 「N!A・スル 」 に他動詞用法 があつて 「XをN/A・ スル」 で よい にもか かわ

らず 「XをN/A・ サセル 」が使 われてい るのだか ら、これ らは、12で み たの と同 じく、

使役接 辞に よ る過剰 な派 生 とい うこ とにな る25。

 しか し、サ変動詞には、自動詞 としても他動詞としてもごく自然に使 えるもの、自

動詞なのか他動詞なのかが決めにくいもの(個 人によ りあるいは時代によつてゆれる

もの)が 少なくない26。た とえば 「実現する」は、(169)(170)で は 「Xが～」 とい う

自動詞的な文脈で 「実現す る」と 「実現される」とが用いられ、(171)(172)で はrx

を～」とい う他動詞的な流れで 「実現する」と 「実現 させる」とが使われている。「実

現する」は、自動詞 としても他動詞 としてもごく自然に使い得る動詞である。

(169)ま え にぼ くは、未紀 への愛 を、アメ リカ行 きが実現す るか ど うかできめ よ

  うとして いた が、…… 『聖少女』

(170)「い くら理想だつてそ りゃ駄 目よ。その理想が実現 され る時は、細君以外の

  女 とい う女がまるで女の資格を失つてしまわなければならないんですもの」

  『明暗=夏 目漱石(電 子化・明治)』

(171)良 分の個人的な野心を実現することが許 された。『個人主義の運命』

(172)と うとう自分の主張を実現させたのであるが、…… 『青い山脈』

「完成す る」 「展開する」についても、これ らに他動詞用法があるとみなす人は次

のaの ような文 を、自動詞用法があるとみなす人はbの ような文を、どちらの用法も

25  「N/A―スル 」 の うち 「形 容 詞 ・形 容 動 詞+サ セ ルJの ほ うに つ い て は
、 「形 容 詞 ・形 容 動

詞+ナ ル」「形容詞 ・形容動詞+ナ ラセル」との関係 も考える必要がある。「寒気で体が冷た

く蛭 」「恥ずか しさで顔が真っ赤に蟄 」 とい う自動詞文に対する使役表現として、「ナ

ラセル」を用いた 「?寒気が体を冷たくならせる」「?恥ずかしさが顔 を真つ赤にならせる」

はあま り使われず、その代わ りのようにして、1寒気が体を冷たくする/させる」「恥ずかし

さが顔を真っ赤にす る/させる」が用い られるか らである。別稿で考察 したい。

26 国立国語研究所(1971)の[皿 ,他 動詞か自動詞か決めにくい語の用例]に 、「辞典によつ

 て自動詞 ・他動詞の注記がまちまちなもの」 として、12種 類の辞典について調べた結果が示

 されているが、 そこにあげられている832動 詞の うち約74パ ーセン トがサ変動詞(漢 語サ

 変動詞、外来語サ変動詞)で ある。
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 -104-

あるとみなす人はaもbも正しいと、それぞれ判断することになる。 

(173)-a 括弧の中に適切な助詞を入れて、文を完成しなさい｡ 

-b 括弧の中に適切な助詞を入れて、文を完成させなさい。 

    (174)-a 陸軍は南方地域に部隊を展開した。 

-b 陸軍は南方地域に部隊を展開させた。 

このようなゆれは、実際 次の諸例にもうかがえる。(179)には、ほとんど同じ文脈で

二つの形が用いられているが意味の違いは感じにくい。 

    (175)-a セザンヌももうおのれの様式を完成しつつあった。『風土』 

-b こうした状態が続けば、煉瓦も買えて、村の大工を雇い、自分たちも手伝

って、家を完成させることができるのに、『ルーマニアの小さな村から』 

    (176)-a ヴェーバーがその「現世拒否」の問題をさらにどのように展開していった

か、……『社会科学における人間』 

-b 新しい時代の認識論の問題にまで思索を展開させていった思想家に、中井

正一がいる。『図書の分類』 

    (177)-a｛反対派の人々は｝この機会を利用して大学教授の任務としての教育、その

重要性を確立しようと思っていた……『若き数学者のアメリカ』 

-b 産業革命では……資本主義の社会体制を確立させた。『社会科学における

人間』 

(178)-a｛それは｝歴史を一変するような変化の時代であった。『日本文化と個人主

義』 

-b 社会は日増に進歩する。電車は東京市の交通を一変させた。『蒲団』 

(179)-a，bそれはぼくの存在の構造を一変するような危機ではなく、したがってま

た、それを光のなかへひきだすことでもう一度ぼく自身の存在の構造を一

変させるというようなドラマなしに、……『聖少女』 

しかしながら、はじめにみた(163)～(168)の元動詞「N/A-スル」は、いずれも他動詞

用法しかなく自動詞用法はなさそうである。 

(163)’ *生育が助長する   (164)’ *不祥事が惹起する 

(165)’ *撤廃が推進する  (166)’ *加恵が有頂天にする 

(167)’ *体が冷たくする  (168)’ *顔が真っ赤にする 

このことのために、(163)～(168)の「N/A-サセル」は、自動詞からの使役動詞だとは

みなしにくく、1.2でみたのと同じような、他動詞にさらに過剰に使役接辞をつけた不

自然な使用と感じられるのだろう。ただ、不自然さは、1.2 の諸例の場合よりも弱い。

次のような例についても、「Ｘヲ N/A-サセル」を自然だと感じるか、「ＸヲN/A-スル」

のほうが自然だと感じるかは人によって異なりそうである。 

  (180) 同じ大きさの正五角形を、一二枚、辺と辺とで接合させると、正一二面体が

できる。『死の思索』  



(181)ギ リシア的な考えかたと、キ リス ト的な考えかたを対比 させ る意味で、…

  … 『死の思索』

 不自然だと感 じられることがあるにもかかわらず 「N/A・サセル」とい う形が使 われ

るのは、「N/A一スル」 とい う単純な形では変化 を惹き起こすことの表現 として物足 り

なく感 じられ、惹起の意味を明晰に表現する ・強調添加す るために 〈サセル〉を含ん

だ形が選ばれたのだろう。

〔2〕 〈サセル〉を惹起の意 を表す独立の形式とみなす認識、 〈サセル〉のもつ語

形成力は、ときに次のような形式をも生み出す。

 二字漢語の うち、ふつ う 〈スル〉をつけてサ変動詞 として用い ることはなさそ うな

ものに 〈サセル〉をつけて用いた例である。次の下線部は 「〈二字漢語〉十 くサセル〉」

の形であるが、「*持 久する、?群 集す る、?均 衡する」 とい うサ変動詞はあま り使

われない27。

(182)情 愛の しめやか さは単に陰轡に沈んだ感情の融合ではなくして、横溢す る

  感情 を変化においてひそかに持久 させたものである。『風土』

(183)イ ン ドの芸術家がその構図中に豊富なる生物のあらゆる形を群集 させるの

  は、あ らゆる生物の統一 を象徴するためでもある。『風土』

(184)現 代の人類が生物 としてこのレヴェルに生き、個体 と種族の維持をこの レ

  ヴェルで均衡させている以.ヒ、当面、これを根本から否定す ることはむずか

  しい。『日本文化 と個人主義』

また、「?洗練 させ る」もややかわつている。

 (185)も しも歌が、桜や賀茂の祭 りのよ うに高度に抽象化 された風物を詠み こ

んで、その様式美を洗練 させ、茶道や華道 のように型の ﾘを 究める道を

歩んでいたのなら、…… 『北帰行』

「洗練」 とい う漢語 は、補充資料(2)のなかに162例 み られ るが、そのうち135例

がf洗 練 される」「洗練せ られ る」とい う受身動詞 としての使用であって、そうでは

27 「持久」「群集」「均衡」とい う二字漢語カミ補充資料(2)の 中で使われている様子を調べて

みると次のようであり、名詞および合成名詞の要素としての用法がほとんどで、動詞 とし

ての用法はきわめて少ない。

「持 久 」138例 。 動 詞0例 。 す べ て名 詞 お よび 合 成名 詞 の 要 素(「 持 久 力 」75例 、 「持 久

 戦 」35例 、 「持 久 走 」20例 、 な ど)。

「群集」199例 。動詞3例 。他はほとんどが名詞および合成名詞の要素。

「均衡」902例 。動詞68例 。他はほとんど名詞および合成名詞の要素(「不均衡」203例)。

なお 、 「群 集 」 の 動 詞 用 法3例 はい ず れ も原 動 詞 「群集 す る」、ま た 、 「均 衡 」 の動 詞 用 法68

例 は 、 「均 衡 す る」 が36例 、 「均 衡 させ る」 が31例 、 「均 衡 され る」 が1例 で あ る。
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ない動詞の例は次の1例 のみであり、「洗練する」とい う形での使用が不安定なこと

を うかがわせる。(ほ かには、名詞およびそれに準ずる用法17例 、 「洗練 さ」4例 、

その他5例)

(186)「GMは もともと終身雇用の考え。それを洗練 した とい うことだ。従業員

  は不安がなくな り、企業側は安定した雇用が得 られる。今後数年、多くの

  年配者が退職 していくので、年齢構成が偏る心配 もない」『朝 日新間1999

  (電子化)』

上の(185)の 「洗練 させ る」は、受身動詞 と使役動詞 とが、擬似 的な自他対応をなし

ているかのような使 い方である28。

(185う  「様式美が 洗練 される」-r歌 が 洋式美を 洗練 させる」

  (「様式美が 高まる1きわまる」 ― 「歌が 洋式美を 高める/きわめるa)

 いずれにしろ、こういった 「N/A一サセル」は、「N/A」が表す動的あるいは静的な

事態を惹き起 こすことを他動的に表現 しようとして、か りに 「N!A・スル」とい う自動

詞が無い としても、「N∠A」に直接 くサセル〉をつけて、他動詞に相 当す る動詞 とし

て用いた ものと思われる。〈スル〉ではな く<サ セル〉を用いたのは、自動詞用法も

ある くスル〉(「音がする」「変な気がする」など)よ りも 〈サセル〉のほうが、惹起

を表す他動的な形式 としてふ さわしい とい う認識がはた らいたからだろう。

 次の 「手 曳 きさせ る」 「屋鳴 りさせ る」 も、 「?手 曳 きす る29、?屋 鳴 りす る」は現

代語の動詞 として安 定 していな い。

(187)春 琴は我を張 り通 し……又いつの間にか平気な顔で佐助に手曳きさせなが

  ら稽古に通 つていた…… 『春琴抄』

(188)波 十郎が家の中に駆けこんで来て、次いで野猪が荒れ狂 うように、屋鳴 り

  させて家の中を走 り回るのを…… 『夜の橋』

 「手をひかせて」「屋を鳴 らせて」などとの混線とも考えられ るが、むしろ、使用

を支える認識 として上の諸例 におけると似たものがあつて、「手曳 き」「屋鳴 り」 とい

28 サ変動詞ではないが
、次のような 「結ばせる」も当該の意味では 「結ぶ」による文と対

応せず、「結ばせ る」と 「結ばれる」とが自他対応に似た対応をしている。

    〔二人が 結ばれ る 一一 彼が 二人を 結ばせる 〕

○彼が左山町介 と英子を結ばせることにある役割を勤めたことが、二人のために果し

 てよかったか、どうか、…… 『あすなろ物語』

○ 「東京の娘から、ぜひお二人を結ばせてやってくれって脅迫状が来てますの。……」

 『潮騒』
29 ここで用い られている 「手曳きさせる」は

、物理的に 「佐助が春琴の手をひく」ことの

 惹起であり、この意味では 「手びきする」とはいえない。派生的な用法 としての 「犯人を

 手びきする」「犯行を手び きする」などは現代語でも用いられ る。
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う名詞的な要素に直接 〈サセル〉をつけて用いたもの と考 えられる。

 こういった、「持久させる、群集 させ る、均衡 させ る」「手曳きさせ る、屋鳴 りさせ

る」は、「N!A・サセル」に対す る原動詞 「N/A一スルJが 存在 しないあるいはあま り使

われないものなのだが、各 々の用例のその文脈において、それぞれの事態の表現 とし

てむ しろふ さわしい形である。か りに 「N仏・スル」がない としても、これ らの 「Nl

A一サセル」は誤用ではな く、既存の他動詞では表現できない意味を表現する他動詞 と

して、すでに正 しく機能 しているといってよい。

4 不自然な用法の意義

4.1 不 自然な用法の諸タイプ

 以上 この稿では、現代 日本語 として不 自然で誤用 とも感 じられる 「V°(S)asera」の

使 われ方について、0.2で 基本資料 とした88作 品の用例を中心に、補充資料 も参考

にしつつ、考察を行つた。それぞれの節でみてきた不 自然 な使用のタイプを簡単な例

とともに示す と次のよ うになる。(各例の末尾の 〔 〕に自然だと思われる形を示した。)

1 `・(s)ase・ru'に よ る 誤 つ た 派 生

1.1五 段 活 用 動 詞 をL-sase-ru'に よ つ て 派 生

K君 が 白い顔を ほころばさせる。 〔⇒ほころばす〕

一生懸命 や らさせていただきます。 〔⇒や らせて〕

二人の間の しこりが かれ らに 喉を かわか させ る。 〔→かわかせる〕

1.2 使役接辞の過剰

   みなさんが 怪我人に 苦痛を 与えさせ る。 〔⇒与える〕

   田中が テーブルに 身体を 乗 り出させ る。 〔→乗 り出す〕

2 語 末 が 一ase-toと な る形(「 ～asecu」)の つ く り だ し

2.1語 末 が 一as-uの 他 動 詞 か ら 「～aseru」 を つ く る

2.1.1 【-e-ru:-as-u】 型 の 自他 対 応 を な す 「～asu」 か ら

菊治が 刷毛を 雨のしず くで 濡 らせる。  〔⇒濡 らす〕

ぼ くの説明が あなたを じらせる。  〔⇒ じらす〕

2.1。2 【-i-ru:・as―ul型 の 自他対応 をなす 「～asu」 か ら

   庄 九郎 が お万阿 の杯 に 酒 を 満 たせる。  〔⇒満 たす〕

   仏寺の庭 が 私 を あかせない。  〔⇒ あ き させ ない〕

2.1.3 【・Ul-as-u】 型 の 自他対応 をなす 「～asutか ら

   女 が 歯 をp.ら せ て うず くま る0 〔⇒鳴 ら して〕
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   弟が 兄の家まで 自動車を 飛ばせて行 く。 〔⇒飛ば して〕

2.1.4対 応す る自動詞のない 「～asu」 から

その話 が 里子に ある満足を もたらせ る。 〔⇒ もた らす〕

漱石が 首相の招待を断って 新聞を にぎわせる。 〔⇒ にぎわす〕

2.2 【・e・ru:-as-u 1・ase-ru]型 の 自他対応か らの類 推で 「～aseru」 をつ くる

   代助 が 湯呑 み に 水 を あふ らせ る。 〔⇒ あふ れ させ る〕

   長話 が 老 いた父 を 疲 らせ る。 〔⇒疲れ させ る〕

   陽 ざしが 庭の 白梅 の蕾 を ふ くらせ る。 〔⇒ふ く らませ る〕

3 サ変動詞 「N/A一スル」から 「NIA一サセル」の形をつ くる

   爆弾が 植物の生育を 助長 させ る。  〔⇒助長する〕

   明子が 侮辱のために 顔を 真っ赤にさせる。 〔⇒真つ赤にする〕

   芸術家が 構図中に 生物のあらゆる形 を 盤集さ墨 。

   盲 目の春琴が 佐助に 手曳きさせながら 稽古に通 う。

(この最後の2例 は、前節のおわ りに述べた ように このままでよい と思

われ る形である。)

 この分類は、主 として、「V・(s)asera」の形を うみだ した形態的な手続きによって

分 けたものであるが、規範からはずれたこういつた使用は、まったくでた らめに何の

要因もなく起こるものでは、おそらくない。本稿 で観察の対象 としているのはほとん

どすべて、印刷 され公表 されている書き言葉であるか ら、話 し言葉において無意識に

使われそのまま聞き流 される整わない使用とはちがつて、そ こには反省的な見直 しの

働 く余地がある。書 き手自身の推敲、あるいは出版 されたものならば編集者などの目

が通 されることによって、あまりに非文法的であつた りわか りにくかつた りする表現

は整 えられ るのがふつ うである30。そ ういった過程を経たであろうものになおも残っ

30有 島武郎 『或る女』に次のような 「わかせる」が使われている。

0そ んな事を思 うと葉子は憂轡が生み出す反抗的な気分になつて、湯をわかせて入浴 し、

寝床をしかせ、最上級の三鞭酒を取 りよせて、したたかそれを飲むと前後も知らず眠っ

 てしまつた。『或る女(上)』

この揚面は、「葉子」が他者(宿 の人)の 「湯をわかす」動作を惹き起こ したのであるから、

他者に行 わせた とい う媒介性をはっきりさせ るものとしては、fV-(s)aseru」 の形(「 わかさ

せて」)の ほ うがよさそ うで、「わかせて」は不 自然に思われる。この箇所は実は、諸本のあ

いだに異同がある。新潮文庫の 『或る女(上)』(平 成3年10月25日71刷[昭 和23年5月1

5日 初版、昭和42年11月5日29刷 改版])や 新潮社 『日本文学全集19有 島武郎』(昭 和37

年8月2Q日 初版)で は 「湯をわかせて」となっているが、同じく新潮文庫の新しい版である
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ている不 自然な用法 とい うのには、それな りの理由があると思われる。書き手を規範

からはずれた使用に導き、しかも読み手にその使用をそれほどおかしく感 じさせない

だけの要因が、それぞれの使用にかかわつているとい うことだろ う31。

4.2 不 自然な使用を うみだす要因

〔1〕 今の段階では、不自然な使用をうみだす要因の種類や数について成案は得 ら

れないし、また、ひとつの不整用法がひとつの要因のみによって生 じているわけでは

もちろんなく、複数の要因が複合的にかかわっていると思われる。今の ところ次のよ

うな要因が考 えられそ うだとい うことを、「日本語の とくに動詞の性質にっいての話

者の認識」とr発 話に際 しての話者の意図」というふたつに分けて、箇条書き的にあ

げてみる。なお、要因 と考えられ るもののなかには、不整用法のかな り多 くにかかわ

ってその使用を支えていると思われ るものと、それにかぶ さつて特定の用例に個別 に

かかわつている と思われ るものとがある。後者については、それぞれの要因のところ

に簡単な例をあげることにする。

◇ 日本語の とくに動詞の性質についての話者の認識

○ 形態 面で の使 役 動詞 ら しさの認識。 すなわ ち、`・(s)ase-ru'を 含 ん だ 「V

 ・魎 」の形 で ある こと、いっそ う明示的 には 〈サセル〉 とい う形 を含 ん

 でい る こ とが 、惹起の意 味を表すのにふ さわ しい 形式で あ る とい う認識 。

○ 下一段 活用 の使役動詞 「V―(s)aseru」 と五段 活用 の使 役動詞 「V-(s)ﾘSU」 と

『或る女』(平 成14年5月25日7刷[平 成7年5月15日 初版])やCD-ROM版 『新潮文庫の

100冊 』では 「湯をわかさせて」となつている。著者(有 島武郎)は 発表当時 どのように表現

していたのか、気にかかるところだが、柴田勝二氏(東 京外 国語大学外国語学部:日 本近代

文学)の ご教示によると、この小説が最初に単行本になつたのは、大正人年三月だそ うで(叢

文閣出版 『有島武郎著作集』第八輯)、その26刷(大 正8年)を みせていただ くと、「湯をわ

かさせて」となってお り、昭和四年の新潮社 『有島武郎全集』第二巻でも 「わかさせてJで

ある。著者が 「わか させて」 としていたものが、あるとき(少 なくとも昭和二十三年版に)

何かの事情で 「わかせて」にな りかな り長い間そのままになつていたものが、平成七年版に

際 して原作に近い版 と照らしあわされて 「わかさせて」に改められたとい うことだろう。
31 シ ャル ル ・バ イ イ(1935[1974:33])は 、 「不 正 用 法 、す くな く と も純 正 論 の ば り雑 言 に 抵

 抗 して 生 きな が らえ る不 正 用 法 は、 たい て い の ば あい 、 一 般 的 に は 言 語 活 動 の 、 特 異 的 に

 は一 特 有 語 の、 根 深 い傾 向 か ら出 て い るの で あ る 」 とい う。 「V―(S)aseru」 の不 自然 な使

 用 に も あ て は ま る と思 わ れ る。
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が一般 的 には同 じ意味 を表現 し、 かつ文体 的に 「V-(s)asu」 よ りも 「V・(s)as

eru」 の ほ うが、整つた規範的 な形 であ る とい う認 識。

○ す で に存在 す る形態面 でのパ ラデ ィグマテ ィ ックな体系性 の認識。 こ こでは

 とくに、 【・e―ru:・as・u!-ase-ru】 型 の 自他対応 をなす動詞 群(「 遅れ る:遅 ら

す/遅 らせ る」)の 認識 。

 (2.2の 「湯呑 み に水 をあふ らせ る」 「長話 が老 いた父 を疲 らせ る」 な ど)

○ サ変 動詞 の 自他 のゆれ ・動詞 としての不 安定 さか らくる、「N/A・サセル」を 「N

/A一スル 」 よ りも惹起の意味 を表す のにふ さわ しい とす る認識 。

(3の 〔1〕の 「植物の生育を幽 」「加恵を有頂天にさせる」、〔2〕の

 「横溢す る感庸をひそかに持久させる」 「ふたつの事を圭麺 」な ど)

○ ある言語形式が特定の待遇的あるいは文体的性質をもつことの認識。

 (1.1の 「～生懸命や らさせていただきます」に うかが える、〈サセテイタダ

  キマス〉を謙譲の気持 ちを表す形式だととらえる認識。1.1の 〔1〕でみた

「幸福た らしめる」「彷彿たらしめる」に うかがえる、〈タラシメル〉を文章

語的な形式だとする認識)

○ 広い意味での再帰的な構造の文。これは表現す る事態の性質でもあるが、

 1.1の 「かれ らに喉をかわかさせる」、1.2の「テーブルに身体を乗 り出させる」、

 2.1の 「左足を少 しず らさせる」「書生の目をさまさせ る」 「歯を鳴 らせる」、

3の 「顔 を真っ赤にさせ る」など、少なか らぬ用例が再帰性のからむ文である。

◆発話に際しての話者の意図

○ 希薄にな りそ うな、あるいは す りきれそ うな32"惹起"の 意味を維持・強化 し、

 より明晰 に表現 しようとす る話 し手の意図。

0類 似 しつつ も異なる形態によって、異なる意味を表現 しようとする異化 の意

 図。

(と くに、2.1.3の 「鳴 らす」 と 「鳴 らせ る」、 「飛 ばす」 と 「飛 ばせ る」 な ど

に うかが えるが、2.1.2の 「生かす」と 「生 かせ る」にもその可能性 をみ た。)

Oな んらかの文体的特徴を帯びた表現 をしよ うとする意図。たとえば、(a)格

 式ばったかたい表現に、(b)あ くまで文法的な表現に、(c)古 さが醸 しだされる

 表現に、(d)謙 譲の気持ちのこもつた表現に、といった もくろみである。ただ

 し、かな り意識的にその意図を実現させよ うとすることもあろうし 無意識裡

 にはた らくのみという場合もあろう。

 ((a)1.1の 〔1〕でみた 「幸福た らしめる」「彷彿た らしめる」、(b)1.1の 〔2〕

32 ア ン リ・フ レエ(1929[1973]112)の い う"意 味 的摩 滅"に あ た る
。
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の 「喉 をかわか させ る」、(c)2ユ2の 「聞 く者 をあかせ ない」、(d)1.1の 〔1〕

の 「一 生懸命や ら させ ていただきます 」)

 なお、臨時的・一時的に生 じた と思われる不整用法にも何 らかの要因があろ う。次

のようなものが考えられ るが、これらは上のふたつのそれぞれに関係 しそ うである。

○話線の混線や動詞の 自他の勘違い。たとえば、1.2の 〔2〕の 「貴方を飲みつ

 ぶ させ る」「多江を我に返 させ る」および 「子供 をお使いにや らせ るJ。前者 は

 かな りはつき り言い間違い(誤用)と感 じられるが、後者 にはそれほど不自然 さ

 がない。

○他の動詞 からの干渉。きわめて個別的だが、2.1.1の 〔3)の 最後にあげた 「娘

 たちの心臓を幽 」 「機 関士の顎先に握 り拳を埋め込ませ る」な ど。

 さて、このふたつの要因、 「日本語のとくに動詞の性質についての話者の認識」 と

「発話に際 しての話者 の意図」は、それぞれ を 「言語そのものの性質に規定され る 〈言

語 側の要因〉」と 「言語使用者の言語活動としての く表現側の要因>1と い うこともで

きるかもしれない。ふたつの要因の相互の関係は、話者 が言語活動においてある特定

の表現意 図をいだき それ を実現させ るのにふさわ しい手続 きを 認識の中にある言

語の性質のなかから探 しだ して用いるとい う関係なのだろうか、あるいは、話者 に認

識 されている言語の性質が個々の言語活動において顕在化 され刺激項 となって 話者

にある意図をいだ くとい う反応 をおこさせるのだろ うか。本稿では、1節 ～3節 でそ

れぞれの不整用法を考察す る際に、どちらかといえぱ前者の立場で述べてきたが、後

者の関係 もやは り考えるべ きだったろう。

〔2〕 ところで、不 自然な用法 不整用法は、資料 とした作品全体にわたつて満遍

なくみ られるわけではな く、不自然な用法・不整用法が多 くみ られる作品にはかなり

偏 りがある。 したがつて、作品や作者の性質に根 ざす要因も考慮する必要がある。

気づかれるのは、地域差、時代差、外国語や古語の影響 である。

○ 地域謝 なわち方訥 変異。 相 の縫 では儲 の蘭 地や綿 に描かれ

 てい る場所などについての考察はほとんど行 えなかった。ただごく個別に次

 の ようなことが気づかれ、地域差の存在を うかがわせる。不自然な用法がか

 な りみ られた作者のなかに島崎藤村と宮尾登美子があるが、それぞれ長野(信

州)・高知(土佐)の 出身であり、調べた作品では多 くその地域でのできごとが描

 かれている。 この二人は、使役 にかかわる表現だけでなく、他の文法形式や

 語彙にも変わった例が しばしばみ られることか ら、なんらかの影響が想定さ

 れ る。
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○ 時代差すなわち通時的変化。 これにっいても積極的には何も考察できなか

 ったが、気づかれ ることとして、たとえば2.1.2の 「仏寺の庭が私をあかせ な

 い」や2.2の 「長話が老いた父を疲 らせる」が、誤 りとい うよりは現代の感覚

 からしてやや古い と感 じる程度 といえる用例であること、補充資料のなかの司

 馬遼太郎 『国盗 り物語』に不 自然な例がかな りみ られたのは、この作品が戦

 国時代 を扱つたものであることが影響 してい ると思われること、などである。

○ 外国語の影響 ・古語の影響。 補充資料のなかの翻訳作品や田辺聖子 『新源

 氏物語』、『小泉八雲集』に かな り不自然な用法がみられた。外国語や古語で

 書かれた原文があること、日本語を母語 としない小泉八雲(ラ フカデ ィオ・ハ

 ーン)が 書いたものであることなどの影響で、現代のふつ うの用法とは異なる

使い方が、意識的にか無意識裡にか、使われた とい うことがあり得る。また、

 作品自体が翻訳や翻案でないにしても、作者が 日本語以外の言語 と接触す る

 ことの多い人である揚合には、そのことが作品の文体に影響 をあたることが

 考えられ、 「V・(s)aseru」の使い方も影響を受 けるかもしれない。感想に過ぎ

 ないが、不 自然な用法がみ られた 永井荷風、和辻哲郎、大江健三郎、三島由

 紀夫、加藤周一な ど いずれ も西洋文化にかな り接 したいわゆる知識人である。

 こういった、地域差(=方 言的変異)や外国語の影響、時代差(=通 時的変化)や古語の

影響 とい う空間的な要因、時間的な要因は、いわば空間的な言語接触、時間的な言語

接触のか らむ要因ともいえる。こういった面からも 「V-(s)aseru」の使用について考

察す る必要があ りそ うである。

 以上、不 自然な用法 をうみだす要因をい くつか考えてみた。より多くの用例 を幅

広 く収集 して検討すれば、個別 の要因としてさらにいろいろあるだろうし、全体 に

かかわる要因 としても、もつと別の角度か らのとらえ方ができる可能性がある。作

品の書かれた時代、作者 の出身地、作品に描かれている世界の時代 と地域な どに留

意 した うえでデータの範 囲を定め、新たに調べる必要がある。

4。3 不整用法と正用

話 し手(書 き手)が 、表現しようとする事態をより明晰に言語化 しようとして特定

の明示的な形式を用いた り33、形態面の整合性をもとめてパラデ ィグマティックな体

系にふ さわ しい形式を選 んだりしたとき、それが もし規範からはずれる形 であれ ば、

33 釘貫亨(1990[1996])に 「(日本語の歴史の全般的趨勢をとらえた場合によく言われる総合

的表現から分析的表現へ という)流れは、不断に増大する伝達要求をいかに機能的に言語体系に

再配置するのかという試みの積み重ねであつた。」(1996:.277)
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ふつ うはその場限 りの一時的・臨時的・個人的な誤用 として消えてい く。しか し、それ

がある内容 を表すのに機能的・表現的にふ さわ しい形式であって聞き手(読 み手)に

もそのことが じゅうぶんに理解 され、またその言語の体系のなかで落ち着いた位置 を

しめ うるものである場合 には、その形式はやがて自然なものとな り社会性 を獲得 して、

その言語の体系の中に定着 してい く可能性 がある。

 この稿では、上にも述べたが、地域差、時代差、外国語や古語 との関係な ど、空間

的 ・時間的な要因についてまったく考慮す ることができなかった。現代ﾘ本 語の標準

語におけるある言語形式の使われ方の諸梢 をとらえるためには、そ ういつた面か ら考

察す ることもきわめて重要だと思われる。その分野の研究に学びつつ、これからの課

題 として考えていきたい。
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「V・(8)a8en1」 の不 自然 な用 法 を め ぐっ て

早津恵美子

「要 旨」

現代 日本語における 「V・(s)aseru」(「行かせ る」 「調べ させ る」)の 不 自然な(誤

用ともいえる)用 法について、主として 小説や評論などを資料として考察 した。不

自然な用法は形態面の特徴か らいくつかのタイプに分け られる。そ ういった用法は

いくつかの要因が複合的にかかわって生 じたものと思われ るが、諸要因は 言語その

ものの側の要因 と表現側の要因 との大きくふたつに分けて考えることができる。

◆不 趨然な用 法 の諸 タイ プ

 1 `・④ase・ru'に よる誤 った派生

 1.1五 段活用 動詞 を`・saseTU'に よつて派生: 「白い顔 を ほころば させ る」

 1.2使 役接辞 の過剰 : 「テーブル に 身体 を 垂 幽 」

 2語 末 淋 一ase°ruと な る動詞(r^'SBﾘi�,f)の つ く りだ し

2。1語 末 が °as°uの他動 詞か ら 「～asetu」 をつ くる

① 「刷毛を 雨のしずくで 謹 」 ②「女の杯に 酒を 満たせる』

③ 「歯をq,.ら竺 うずくまるJ ④ 「里子に 満足感を 遡 」

2。2 【・e-ru:-as°u I°ase-ru】 型 の 自他 対 応 か ら の 類 推 で 「～aseru」 を つ く る

  「湯 呑 み に 水 を あ ふ らせ る 」

 3 サ変動詞か らの 「NIA・サセル」のつ くりだし:「 植物の生育 を 拠 ゑ」

◇不自然な用法を うみだす要因

○言語側の要因: 日本語の とくに動詞の性質についての話者の認識

 ・形態面での使役動詞 らしさの認識

 ・「v-(s)aseru」 と 「V・(s)asu」との意味的同一性および、文体的相違

 ・自動詞一他動詞一使役動詞 の形態面でのパ ラディグマティックな体系性

 ・サ変動詞の 自他のゆれ働 詞 としての不安定さ

 ・特定の言語形式の待遇的 ・文体的性質

 ・広い意味での再帰性

○表現側の要因:発 詣に際 しての話者の意図

 ・"惹き起 こし"の 意味を維持・強化 し より明晰に表現 しようとす る意図

 ・ 異なる形態によって異なる意味を表現 しようとする異化の要求

 ・ なんらかの文体的特徴 を帯びた表現をしようとする意図

○その他

 ・地域差(=方 言的変異)、 時代差(=通 時的変化)、 外国語や古語の影響

           (受理日2003年9月8日 最終原稿受理日2003年11月28日)
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